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ものづくりマイスター制度

厚生労働省委託　若年技能者人材育成支援等事業

若年技能者の人材育成・技能継承をお考えの事業主・教育機関等の皆様へ

学びの環境づくりから未来の人材育成へ！

まずは、
宮城県技能振興コーナー

までお問い合わせください。
TEL.022-727-5380
FAX.022-727-5381

宮城県技能振興コーナー

教員の声 栗原市立栗原西中学校　教諭 　石塚 和弘先生

ものづくりマイスターが
中学校で体験教室を実施

　体験教室では、子どもたちに形あるもの
を作る喜びを感じてもらえるような指導を
心掛けています。
　私たちの説明に素直に耳を傾け、楽しみ
ながら取り組む子どもたちから、元気をも
らっています。

ものづくりマイスター　千田 正一郎先生マイスタ
ー

の声

　生徒にとって、ものづくりマイスターの
みなさんとの交流が、ものづくりの楽しさ
はもちろんのこと、世の中には様々な職業
があることや、働くことについて知るきっ
かけにつながったと感じています。ものづ
くり体験教室には、キャリア教育プログラ
ムとしての効果も期待しています。

本年度も、多くの学校・企業の皆様に、ご活用いただきました。
来年度も引き続きよろしくお願いいたします。

ご活用ありがとうございました。

17職種・97プログラム・3,962人
高等学校：65プログラム・2,395人／中小企業：15プログラム・358人
小中学校：17プログラム・1,209人

令和元年度の実績（２月現在）　

【指導内容】　宮城県内の小中学生
【費　　用】　マイスターに対する謝金、旅費、材料費等は、 宮城

県技能振興コーナーが負担します。
【受入可能体験】

からくり蝶番製作（表具職種）、ミニ畳製作（畳職種）、銅板レリーフ製作（板金職種）、
壁塗り体験（塗装職種）、サインアート（広告美術職種）、ミニ竹垣製作（造園職種）、
踏み台製作（建築大工職種※仙台市内限定）、ポシェット製作（洋裁職種）、レッス
ンバッグ製作（洋裁職種）、お弁当袋製作（洋裁職種）、畳縁で小物入れ製作（洋裁
職種）、タオルのペットボトル入れ製作（洋裁職種）、調味料立て製作（建具製作職種）

応募は随時受け付けております

　昨年の 10 月 3 日に栗原市立栗原西中学校で「ものづ
くり体験教室」が行われ、１年生の生徒がオリジナル
の表札づくりに挑戦しました。
　この日は、建築板金職種のものづくりマイスターが
同校を訪れ、銅板レリーフ制作の技法を指導。生徒は

紙から転写した文字を、先
をとがらせた割りばしで丁
寧になぞり、銅板に凹凸を
つけていきました。
　無事に表札を完成させた
生徒は、笑顔でお互いの作
品を見せ合っていました。

オガーレ ACEはウェブサイトでも
ご覧いただけます
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ホーチキ株式会社 宮城工場　佐藤 潤一さん（白石工業高等学校出身）



むすび丸

ようこそ
　宮城へ！

NEWS BOX22

オガーレ
ものづくり産業広報誌

Vol.24

！

新明東北マシナリー株式会社
ようこそ宮城へ！01

特集・仕事図鑑02
ものづくりにかける

製造

沼田 靖矢さん

［CASE.3］

株式会社ワイ・デー・ケー 宮城工場

ぬ ま た せ い や

溶接工

株式会社ネクスト
阿部 直希さん

［CASE.2］

あ な お きべ

製造技術

ホーチキ株式会社 宮城工場
佐藤 潤一さん

［CASE.1］

さ じゅんと う い ち

金型設計

株式会社登米精巧 本吉工場
白石 健太さん

［CASE.4］

し ら け ん たい し

気仙沼高等技術専門校
宮城障害者職業能力開発校

技能の羅針盤15

21
スペインタイル職人
技の肖像

阿部 鳴美さん
あ な るべ み

17
産電工業株式会社がグランプリに輝く
第８回 「富県宮城グランプリ」

TOPICS 

髙橋 渉さん

有限会社栗駒建業
あすを拓く  19

わたるた か は し

　「オガーレ！」は、宮城の方言「おがる（育つ）」と
応援のかけ声「オーレ」の造語です。
　ACEには、Active（アクティブ）、Creative（クリエイティ
ブ）、Energisch（エネルギッシュ）の頭文字をとり、
活動的で創造的であり活力にあふれる人材（エース）
の育成を支援したいという思いを込めました。

オガーレ！ACEについて

　
宮
城
県
内
の
も
の
づ
く
り
企
業
で
は
、
ど
の
よ
う
な
製
品
が
作
ら
れ
、
ど
ん
な

仕
事
を
し
て
い
る
人
が
い
る
の
か―

―

。
現
場
で
働
く
４
人
の
エ
ー
ス
の
姿
と
生

の
声
か
ら
、
宮
城
の
も
の
づ
く
り
の
「
い
ま
」
を
紹
介
し
ま
す
。

特
集
｜
仕
事
図
鑑

も
の
づ
く
り
に
か
け
る

ホーチキ株式会社　宮城工場
佐藤 潤一さん

株式会社ネクスト
阿部 直希さん

株式会社ワイ・デー・ケー　宮城工場
沼田 靖矢さん

株式会社登米精巧　本吉工場
白石 健太さん

新
明
東
北
マ
シ
ナ
リ
ー
株
式
会
社
は
、
愛
知
県
豊
田
市

に
本
拠
地
を
置
く
シ
ン
メ
イ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、

２
０
１
９
年
５
月
に
『
地
域
に
密
着
し
た
、
地
元
で
愛
さ

れ
る
も
の
づ
く
り
企
業
』
を
目
指
し
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

弊
社
は
名
取
市
に
あ
る
愛
島
西
部
工
業
団
地
の
一
画
に

本
社
工
場
と
第
２
工
場
を
、
大
衡
村
に
事
業
所
を
有
し
、

総
勢
22
人
（
男
性
：
17
人
、
女
性
５
人
）
の
若
手
か
ら
ベ

テ
ラ
ン
社
員
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
従
業
員
が
働
い
て
い

ま
す
。

ま
た
、
従
業
員
の
ほ
と
ん
ど
が
名
取
、
岩
沼
周
辺
の
地

元
市
町
村
の
出
身
で
す
。「
地
域
に
根
付
き
、
地
域
を
活

性
化
さ
せ
た
い
」
と
の
想
い
か
ら
、
日
々
市
場
の
変
化
と

お
客
様
の
ご
要
望
を
敏
感
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
時
代
に
合
っ

た
も
の
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
仕
事
は
、
匠
の
技
術
を
必
要
と
す
る
溶
接
作

業
や
板
金
作
業
の
「
製
缶
加
工
」、
多
彩
な
工
作
機
械
を

扱
い
大
小
様
々
な
部
品
を
加
工
す
る
「
機
械
加
工
」、
プ

ラ
モ
デ
ル
の
よ
う
に
設
計
図
を
見
な
が
ら
部
品
を
組
み
付

け
一
つ
の
装
置
を
作
り
上
げ
る
「
設
備
製
作
」
の
大
き
く

３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

お
客
様
の
「
こ
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
を
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
で
形
に
し
て
い
る
た
め
、
非
常
に
高
い
ス
キ
ル

が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
従
業
員
が
知
恵
を
出
し
、
全
員
で

サ
ポ
ー
ト
し
合
い
な
が
ら
も
の
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

シ
ン
メ
イ
グ
ル
ー
プ
は
、
主
に
自
動
車
関
連
の
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
が
、
弊
社
で
は
、
そ
れ
に
加
え
理
化
学

機
器
関
連
・
航
空
機
関
連
・
半
導
体
製
造
装
置
関
連
向
け

の
部
品
と
い
っ
た
様
々
な
分
野
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
東
北
エ
リ
ア
で
よ
り
一
層
の
盛
り
上
が
り

が
予
想
さ
れ
る
自
動
車
産
業
を
中
心
に
、
事
業
の
幅
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
地
元
に
根
付
き
、
常
に
お
客
様
か
ら
信
頼
さ

れ
期
待
さ
れ
る
も
の
づ
く
り
企
業
と
し
て
、
長
期
的
な
視

野
と
豊
か
な
創
造
力
で
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
ま
す
。

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
技
術
・
商
品
を
も
と
に
「
未
来
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
次
代
へ
の
挑
戦
を
続
け
る
た
め
に
、
み
な
さ

ん
の
力
を
貸
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

所 在 地／名取市愛島台 1-4-9
　　　　　https://www.shinmei.co.jp/
　　　　　STMC/toppage.html
代表取締役／伊藤 元治
資 本 金／2,200 万円
従業員数／22人（2020年２月現在）
事業内容／�自動車製造設備設計・製作および理化

学機器・航空機・半導体分野関連向け
の部品加工販売等

新
明
東
北
マ
シ
ナ
リ
ー
株
式
会
社
（
名
取
市
）

オガーレ！ ACE Vol.24  1



保
守
点
検
と
ト
ラ
ブ
ル
対
応
で

生
産
設
備
の
安
全
操
業
を
支
え
る

　

ホ
ー
チ
キ
株
式
会
社
宮
城
工
場
の
自
動
生
産
ラ

イ
ン
上
に
、
直
径
十
数
セ
ン
チ
の
円
盤
状
の
製
品

が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。「
差
動
式
ス
ポ
ッ
ト

型
感
知
器
」
と
呼
ば
れ
る
熱
感
知
器
の
一
種
で
、

商
業
施
設
や
集
合
住
宅
、
公
共
施
設
な
ど
の
天
井

で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

　

佐
藤
潤
一
さ
ん
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
を
使
っ
て
ラ

イ
ン
設
備
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
セ
ン
サ
ー
の

調
整
を
行
っ
て
い
た
。「
こ
の
セ
ン
サ
ー
は
、
製

品
の
流
れ
を
感
知
す
る
も
の
で
、
何
ら
か
の
原
因

で
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
反
応
し
ま
す
」

と
教
え
て
く
れ
た
。

　

１
年
前
ま
で
佐
藤
さ
ん
が
ラ
イ
ン
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、「
微
妙
な

ク
セ
ま
で
熟
知
し
て
い
る
思
い
入
れ
の
あ
る
設
備

で
す
。だ
か
ら
、チ
ェ
ッ
ク
に
は
自
然
と
力
が
入
っ

て
し
ま
い
ま
す
ね
」
と
笑
顔
だ
。

　

工
場
の
あ
ら
ゆ
る
生
産
設
備
の
保
守
点
検
と
ト

ラ
ブ
ル
対
応
な
ど
を
担
う
、
製
造
技
術
係
に
所
属

す
る
佐
藤
さ
ん
。
製
品
の
不
良
や
設
備
の
故
障
な

ど
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る

様
々
な
検
査
機
器
や
セ
ン
サ
ー
を
担
当
す
る
。
業

務
内
容
は
幅
広
い
が
、
全
て
に
お
い
て
丁
寧
で
正

確
な
仕
事
を
心
掛
け
て
い
る
と
い
う
。

　
「
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
を
調
べ
る
際
に
、
検
査
機

器
の
内
部
に
あ
る
電
子
基
板
や
配
線
を
取
り
外
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
注
意
を
怠
り
、
配

線
や
基
板
を
損
傷
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
新
た
な
ト

ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
」

100年以上の歴史と伝統
日本の防災システム業界をリードする
製造技術

佐
さ

藤
と う

 潤
じゅん

一
い ち

さん（21 歳）
ホーチキ株式会社 宮城工場（角田市）

仕事
図鑑
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厳
し
い
目
で
生
産
ラ
イ
ン
の
停
止
に
つ
な
が
る

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぎ
、
停
止
し
て
し
ま
っ
た

際
に
は
短
時
間
の
復
旧
を
目
指
し
全
力
で
挑
む
。

「
ラ
イ
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
が
、
安
全

に
安
心
し
て
も
の
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
支
え

る
仕
事
で
す
」
と
胸
を
張
る
。

新
設
係
の
メ
ン
バ
ー
に
抜
擢

責
任
と
誇
り
を
胸
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

同
社
は
、
１
９
２
０
年
に
日
本
初
と
な
る
火
災

報
知
機
を
開
発
・
設
置
し
た
防
災
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
。
創
立
か
ら
１
０
０
年
に
わ
た
り
防
災
分
野
で

培
っ
て
き
た
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
や
情
報
通
信
に
も
事
業
分
野
を
拡
大
。

現
在
は
、
大
規
模
建
築
物
に
お
い
て
国
内
ト
ッ
プ

シ
ェ
ア
を
誇
る
火
災
防
災
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
総

合
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
産
業

の
安
心
安
全
を
守
っ
て
い
る
。

　

同
社
の
国
内
生
産
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
宮
城
工

場
で
は
、
今
年
度
か
ら
製
造
技
術
係
が
設
置
さ
れ

た
。
入
社
３
年
目
な
が
ら
新
し
い
係
の
初
代
メ
ン

バ
ー
に
選
ば
れ
た
佐
藤
さ
ん
。「
生
産
設
備
の
安

全
を
守
る
重
大
な
仕
事
を
任
さ
れ
、
と
て
も
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
ま
す
。
新
し
く
覚
え
る

こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
一
つ
ず
つ
自
分
の
も
の
に

し
て
、
こ
こ
で
働
く
み
な
さ
ん
の
力
に
な
り
た
い

で
す
ね
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
白
石
工
業
高
等
学
校
の
電
気
科

出
身
。「
小
学
生
の
頃
か
ら
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
こ
と

が
好
き
で
、
し
だ
い
に
ゲ
ー
ム
機
や
電
子
機
器
の

仕
組
み
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

卒
業
し
た
ら
ゲ
ー
ム
メ
ー
カ
ー
や
電
子
機
器

メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
よ
う
か
な
。
そ
う
漠
然
と
考

え
て
い
た
高
校
３
年
生
の
あ
る
日
、
学
校
で
求
人

票
を
見
て
い
る
と
「
ホ
ー
チ
キ
」
の
名
前
に
目
が

留
ま
っ
た
。「
火
災
報
知
機
を
作
る
工
場
が
地
元

に
あ
る
こ
と
に
驚
き
、
も
っ
と
調
べ
て
み
よ
う
と

思
い
ま
し
た
」

慣
れ
な
い
ラ
イ
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
仕
事

頼
れ
る
先
輩
の
フ
ォ
ロ
ー
で
克
服

　

佐
藤
さ
ん
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
同
社
が
製

品
の
設
計
か
ら
製
作
、
販
売
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま

で
幅
広
い
業
務
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
火
災
報
知

機
の
ほ
か
に
も
多
種
多
様
な
製
品
を
扱
っ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
。「
こ
こ
で
働
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
高
校
で
学
ん
だ
電
子
分
野
の
知
識
を
生
か
せ

所 在 地

代表取締役
社長執行役員
資 本 金
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容

経 営 理 念

企業情報

ホーチキ株式会社
／本社：東京都品川区上大崎 2-10-43
　宮城工場：角田市江尻字前原 141-1
　TEL 0224-68-2411
　https://www.hochiki.co.jp/

／山形 明夫
／ 37 億 9,800 万円
／ 1918 年 4 月
／ 245 人（宮城工場：2020 年 2 月現在）
／火災報知設備・消火設備・情報通信設備・防犯設
　備等の製造販売および施工ならびに保守管理
／「人々に安全を」「社会に価値を」「企業をとりま
　く人々に幸福を」

世界の総合防災メーカー　ホーチキ株式会社
　ホーチキ株式会社は、1918 年に日本初の防災メーカーとして創立
して以来、一世紀以上にわたり日本の火災防災をリードしてきました。
製品の研究・開発、製造、販売、施工、メンテナンスまでを一貫して行い、
その品質は国内外から高い評価と信頼を獲得。現在、事業エリアは
129の国と地域に広がっています。
　宮城事業所（角田市）は、1969 年に火災感知器の生産を開始しま
した。現在は、「研究・開発・製造」を担う 「宮城工場」（写真中央）と研究・
開発を行う 「総合防災実験場」（写真右上）に分かれています。

　ホーチキ株式会社は、1918 年に日本初の防災メーカーとして創立
して以来、一世紀以上にわたり日本の火災防災をリードしてきました。
製品の研究・開発、製造、販売、施工、メンテナンスまでを一貫して行い、
その品質は国内外から高い評価と信頼を獲得。現在、事業エリアは
129の国と地域に広がっています。
　宮城事業所（角田市）は、1969 年に火災感知器の生産を開始しま
した。現在は、「研究・開発・製造」を担う 「宮城工場」（写真中央）と研究・
開発を行う 「総合防災実験場」（写真右上）に分かれています。

　感知器やセキュリティ機器を生産し、製品は海外にも輸出さ
れています。2016 年には、増産に伴い新たに 「第二工場」 を
建設しました。
　宮城工場は、ホーチキ
グループにおいて、海外
工場を建設する際のモデ
ルとなる 「マザー工場」
であり、さらなる効率化
と高品質化が進められて
います。

宮城工場
　幅 25 メートル、高さ
26 メートル、奥行き
120 メートルにもおよ
ぶ、世界最大級の屋内防
災実験施設です。
　約 100 メートル遠方
の火災でも消火が可能な
「放水銃」 と呼ばれる設
備の開発・試験をはじめ、
様々な製品の研究・開発
が行われています。

総合防災実験場

差動式スポット感知器。急激な温度
上昇時に、「火災」 と判断する熱感知
器で、宮城工場の主力製品の一つ

放水銃の性能テストの様子。放水銃は、
ドーム型スタジアムや空港・体育館な
どの大型の建設物に設置されています
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丁
寧
か
つ
正
確
な
仕
事
で

も
の
づ
く
り
の
現
場
を
支
え
た
い

熱感知器の自動生産ラインに取り付けられたセンサーの調整を行う佐藤潤一さん



る
は
ず
だ
と
直
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
電
子
分

野
以
外
の
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
」

　

こ
う
し
て
同
社
に
入
社
し
た
佐
藤
さ
ん
。
１
年

目
は
、
熱
感
知
器
の
自
動
生
産
ラ
イ
ン
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
を
担
当
し
た
。
ラ
イ
ン
を
見
回
り
、
部

品
の
供
給
や
緊
急
時
に
鳴
る
ア
ラ
ー
ト
へ
の
対
処

な
ど
を
行
う
た
め
、
数
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
持
ち
場

の
中
で
、
行
っ
た
り
来
た
り
し
た
と
い
う
。

　
「
自
動
生
産
ラ
イ
ン
に
は
、
た
く
さ
ん
の
セ
ン

サ
ー
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ア
ラ
ー
ト

の
項
目
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ラ
イ
ン
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
は
、
そ
の
内
容
と
対
処
方
法
を
全
て
覚

え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
」

　

そ
ん
な
当
時
の
佐
藤
さ
ん
を
助
け
た
の
は
、
教

育
係
の
先
輩
だ
っ
た
。
同
社
で
は
、
各
新
入
社
員

に
先
輩
社
員
が
付
き
、
業
務
や
メ
ン
タ
ル
面
の

フ
ォ
ロ
ー
を
担
当
す
る
「
ブ
ラ
ザ
ー
シ
ス
タ
ー
制

度
」
を
採
用
し
て
い
る
。
先
輩
か
ら
の
教
え
の
お

か
げ
も
あ
り
、
佐
藤
さ
ん
は
少
し
ず
つ
自
分
の
判

断
で
ラ
イ
ン
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
し
て
、
２
年
目
も
終
わ
ろ
う
と
し
た
あ
る
日
、

上
司
か
ら
製
造
技
術
係
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
を
聞

き
、
同
係
へ
の
異
動
の
打
診
を
受
け
た
。

地
道
な
情
報
収
集
と
解
析
で
結
果
を
残
す

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
学
び
続
け
る

　

３
年
目
か
ら
新
た
な
環
境
で
働
く
こ
と
に
な
っ

た
佐
藤
さ
ん
は
、
ラ
イ
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
意
見

や
悩
み
を
把
握
す
る
た
め
、
時
間
が
あ
れ
ば
製
造

現
場
を
訪
れ
た
。
さ
ら
に
、
検
査
機
器
の
構
造
や

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、
機
器
の
開
発

担
当
部
門
に
足
し
げ
く
通
っ
た
。

　
「
検
査
機
器
の
こ
と
な
ら
何
で
も
分
か
る
エ
キ

ス
パ
ー
ト
に
早
く
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
話
を
聞
い
て
学

ん
で
い
ま
す
」

　

佐
藤
さ
ん
は
、
あ
る
生
産
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、

検
査
機
器
な
ど
か
ら
集
め
た
デ
ー
タ
か
ら
様
々
な

ト
ラ
ブ
ル
の
パ
タ
ー
ン
を
解
析
し
、
そ
の
原
因
と

改
善
方
法
に
つ
い
て
検
証
を
重
ね
た
。
そ
の
結
果
、

ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
を
抑
え
、
生
産
性
の
改
善
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。「
３
、４
カ
月
も

の
間
、
試
行
錯
誤
し
て
苦
労
し
た
だ
け
に
、
達
成

感
が
あ
り
ま
し
た
。
何
よ
り
自
分
の
力
で
結
果
を

出
せ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」
と
に
こ

や
か
に
話
し
た
。

　

こ
う
し
て
佐
藤
さ
ん
は
、
毎
日
、
宮
城
工
場
の

安
心
安
全
を
守
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
生

ま
れ
た
製
品
が
、
世
界
中
の
安
心
安
全
を
守
っ
て

い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
の
仕
事
が
と
て
も
誇
ら

し
い
と
い
う
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
一
つ
ず
つ
知
識
を
増
や
し

て
、
生
産
設
備
の
こ
と
な
ら
何
で
も
分
か
る
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
目
指
し
ま
す
！
」
と
語
る
佐

藤
さ
ん
の
飽
く
な
き
挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

C A S E   

01
仕事
図鑑

100年以上の歴史と伝統
日本の防災システム業界をリードする
製造技術

佐藤 潤一さん（21 歳）
ホーチキ株式会社 宮城工場（角田市）

12:00

昼
食

持
参
し
た
弁
当
を
食
堂
で
食
べ
る

13:00

校
正
作
業

専
用
の
標
準
器
を
使
っ
て
検
査
機
器
の
信
頼
性
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る

14:30

保
全
作
業

工
場
を
回
り
、
生
産
設
備
の
チ
ェ
ッ
ク
や
製
造
現
場
の
担

当
者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う

15:30

ト
ラ
ブ
ル
対
応

製
造
現
場
の
要
請
を
受
け
、
生
産
設
備
に
起
こ
っ
た
問
題

を
解
決
す
る

16:30

報
告
書
の
作
成

ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
や
対
応
を
報
告
書
に
ま
と
め
る

17:00

終
業

8:30

朝
礼

製
造
技
術
係
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
そ
の
日
の
連
絡
事

項
や
前
日
の
設
備
対
応
な
ど
の
情
報
を
共
有
す
る

8:40

デ
バ
ッ
ク
作
業

新
た
に
導
入
す
る
検
査
機
器
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
仕
様
通

り
に
動
作
す
る
か
に
つ
い
て
テ
ス
ト
す
る

10:30

部
品
の
設
計

検
査
機
器
の
製
作
に
必
要
な
部
品
の
設
計
図
を
作
製
す
る

佐
藤 

潤
一
さ
ん
の

 

あ
る
1
日

休憩 休憩

火災を通報するための発信機は、小学生の頃、一度は「ボタンを押してみ
たい！」と思ったことがあるだろう。この製品も宮城工場で製造されている

　

真
面
目
で
素
直
な
佐
藤
君
。
ま
だ
彼
が
ラ
イ
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

を
担
当
し
て
い
た
頃
、
ト
ラ
ブ
ル
対
応
の
た
め
駆
け
付
け
た
私
に

ハ
キ
ハ
キ
と
状
況
を
説
明
す
る
姿
が
印
象
的
で
、「
将
来
有
望
な
新

人
だ
な
」
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

工
業
高
校
の
電
気
科
で
学
ん
で
い
た
と
こ
ろ
を
見
込
ん
で
、
今

は
検
査
機
器
を
任
せ
て
い
ま
す
。
工
場
に
は
た
く
さ
ん
の
検
査
機

器
が
あ
る
の
で
、
製
造
現
場
の
み
な
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
ヒ
ー

ロ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

準
備
や
段
取
り
の
能
力
が
素
晴
ら
し
く
、
会
議
の
資
料
は
完
璧
。

た
だ
し
、
事
前
に
備
え
て
い
て
も
、
現
場
で
は
想
定
外
の
こ
と
が

起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、「
納
期
が
近
く
時
間
が
な
い
」
な
ど

シ
ビ
ア
な
状
況
下
で
決
断
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え

て
く
る
と
思
う
の
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
係
全
体
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
、
成
長
と
活
躍

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

仕
事
に
向
き
合
う
姿
勢
と
事
前
準
備
が
素
晴
ら
し
い

不
測
の
事
態
へ
の
対
応
力
を
磨
き
さ
ら
な
る
成
長
を

製造課　製造技術係
係長

遠藤 勝弘さん

に上司
聞
く

　

就
職
先
を
選
ぶ
時
に
は
、
求
人
票
の
情

報
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
工
場
見
学
、
企
業
説
明
会
な
ど

に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
会
社
の
関
係
者

か
ら
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、仕
事
の
イ
メ
ー

ジ
を
し
っ
か
り
と
つ
か
ん
で
下
さ
い
。

　

就
職
し
て
し
ば
ら
く
の
間
は
、
何
も
分

か
ら
ず
不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
多
い
は

ず
。
そ
ん
な
時
に
頼
り
に
な
る
の
が
、
同

期
入
社
の
仲
間
や
教
育
係
の
先
輩
と
い
っ

た
気
軽
に
相
談
で
き
る
人
た
ち
で
す
。
だ

か
ら
、
普
段
か
ら
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
信
頼
関
係
を
築
く

努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

会
社
の
研
修
制
度
や
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
。

仕
事
を
覚
え
る
流
れ
や
、
自
分
の
将
来
像

が
は
っ
き
り
分
か
る
の
で
安
心
で
す
。
就

職
先
選
び
に
必
要
な
情
報
の
一
つ
だ
と
思

い
ま
す
。

未
来
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
へ

ア
ド
バ
イ
ス

先
輩
か
ら
の

プログラムを検証し、不具合や欠陥を修正するデバッ
ク作業も大切な仕事の一つ

生産設備について気になる点をラインオペレーターか
らヒアリングする

検査機器の内部にある配線や電子基板にキズなどが
ないか確認する

測定器の信頼性を確認する校正作業。基準器との誤
差が大きい場合は、専門業者に調整を依頼する

検査機器の点検作業。プログラムを解析して、正常
に動いているかを確認する

生産設備のトラブル対応は、基本的に２人体制で行
う。意見を出し合い早期復旧を目指す
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こ
ろ
が
見
つ
か
り
、
や
り
直
し
を
し
た
ば
か
り
で

…
…
。
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
製
品
で
は
な
か
っ
た
の

で
、
ち
ょ
っ
と
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
」

　

そ
う
肩
を
落
と
す
阿
部
さ
ん
は
、「
先
輩
に
迷

惑
を
か
け
な
い
た
め
に
も
、
な
ら
し
の
作
業
は
よ

り
慎
重
に
行
う
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
ん
で
す
」

と
話
し
た
。

高
度
な
精
密
板
金
技
術
と
総
合
力
を
生
か
し

最
先
端
の
も
の
づ
く
り
分
野
に
も
貢
献

　

同
社
は
、
生
産
機
器
の
機
械
装
置
や
電
子
部
品

を
格
納
す
る
外
装
や
関
連
す
る
パ
ー
ツ
な
ど
を
製

造
し
て
い
る
。

　

テ
レ
ビ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
使
わ
れ
る

液
晶
パ
ネ
ル
製
造
に
欠
か
せ
な
い
液
晶
露
光
装
置

や
、
半
導
体
集
積
回
路
を
製
造
す
る
半
導
体
製
造

装
置
と
い
っ
た
最
先
端
の
生
産
機
器
も
手
掛
け
る
。

一
枚
の
金
属
板
を
切
断
し
、
穴
あ
け
や
曲
げ
、
溶

接
加
工
を
高
精
度
に
仕
上
げ
る
精
密
板
金
技
術
と
、

設
計
か
ら
板
金
加
工
、
塗
装
、
検
査
ま
で
手
掛
け

る
総
合
力
が
強
み
だ
。

　

同
社
で
は
、
鉄
や
ス
テ
ン
レ
ス
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
な
ど
様
々
な
金
属
板
を
加
工
し
て
い
て
、
板
の

厚
さ
も
３
ミ
リ
く
ら
い
か
ら
１
ミ
リ
以
下
の
範
囲

で
様
々
だ
。
こ
う
し
た
材
料
の
特
性
に
よ
っ
て

適
し
た
溶
接
方
法
が
異
な
る
た
め
、
溶
接
工
に
は
、

豊
富
な
知
識
と
高
い
技
術
が
求
め
ら
れ
る
。

　
「
ま
だ
ま
だ
、
覚
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」
と
話
す
阿
部
さ
ん
は
、

先
輩
た
ち
か
ら
日
々
技
術
を
学
ん
で
い
る
。
師
と

仰
ぐ
熟
練
溶
接
工
の
佐
藤
一か
つ

二じ

技ぎ

匠し
ょ
うか
ら
は
、
溶

接
の
基
礎
か
ら
心
構
え
ま
で
、
様
々
な
こ
と
を
吸

収
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
や
は
り
、
自
分
が
作
っ
た
も
の
が
証
と
し
て

残
る
仕
事
は
楽
し
い
で
す
。
も
の
づ
く
り
の
仕
事

に
就
い
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
阿
部
さ
ん
は
語
っ
た
。

も
の
づ
く
り
の
仕
事
を
夢
見
て

溶
接
の
世
界
で
再
出
発
を
果
た
す

　

阿
部
さ
ん
は
、
迫
桜
高
等
学
校
（
栗
原
市
）
で

土
木
に
つ
い
て
学
ん
だ
。「
も
の
を
作
っ
て
形
に

残
す
仕
事
」
と
し
て
漠
然
と
建
設
業
を
思
い
描
い

て
い
た
か
ら
だ
。

　

卒
業
後
は
、
電
力
業
界
に
就
職
し
、
送
電
線
の

鉄
塔
を
検
査
す
る
仕
事
を
経
験
し
た
。「
就
職
活

熟
練
の
溶
接
技
が
光
る
プ
ロ
集
団
で

工
程
の
先
陣
を
担
う
若
手
溶
接
工

　

溶
接
は
、
複
数
の
材
料
の
接
合
部
に
熱
や
圧
力

を
加
え
て
溶
か
す
こ
と
で
一
つ
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ

る
金
属
加
工
技
術
の
こ
と
。
建
設
業
や
自
動
車
産

業
、
造
船
業
、
航
空
宇
宙
産
業
な
ど
様
々
な
産
業

で
用
い
ら
れ
て
い
る
、
も
の
づ
く
り
に
は
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
る
。

　

一
口
に
溶
接
と
言
っ
て
も
、
60
種
類
以
上
の
技

法
が
あ
り
、
材
料
と
な
る
金
属
の
種
類
や
製
品
の

用
途
な
ど
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
る
。
も
の
づ

く
り
の
機
械
化
や
自
動
化
が
飛
躍
的
に
進
む
今
で

も
、
特
殊
な
材
料
の
溶
接
や
仕
上
が
り
の
美
し
さ

が
求
め
ら
れ
る
溶
接
な
ど
、
熟
練
の
溶
接
工
に
し

か
で
き
な
い
様
々
な
仕
事
が
あ
る
。

　

株
式
会
社
ネ
ク
ス
ト
で
働
く
阿
部
直
希
さ
ん
は

入
社
３
年
目
、
ま
だ
駆
け
出
し
の
溶
接
工
だ
。
工

場
内
の
作
業
場
で
、
溶
接
し
た
ば
か
り
の
製
品
に

定
規
を
当
て
、
仕
上
が
り
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
。

　
「
こ
の
後
の
『
な
ら
し
』
が
難
し
い
ん
で
す
」

と
話
す
阿
部
さ
ん
。
な
ら
し
と
は
、
溶
接
し
た
時

の
熱
の
影
響
で
生
じ
た
金
属
の
ひ
ず
み
を
修
正
す

る
作
業
で
、
変
形
し
た
部
分
を
叩
い
て
元
の
形
に

戻
し
て
い
く
。
叩
く
場
所
や
強
さ
が
仕
上
が
り
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
う
た
め
、
溶
接
工
の
経
験

と
セ
ン
ス
が
問
わ
れ
る
作
業
だ
。

　

阿
部
さ
ん
が
溶
接
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
製
品
は
、

こ
の
後
先
輩
が
組
み
立
て
完
成
さ
せ
る
。
そ
の
た

め
、
き
ち
ん
と
ひ
ず
み
を
修
正
し
て
お
か
な
い
と
、

き
れ
い
に
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
。「
昨
日
、
修
正
が
不
十
分
な
と

企業情報

株式会社ネクスト
所 在 地

代表取締役
資 本 金
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容
経 営 理 念

／栗原市築館字城生野入ノ沢 23
　TEL 0228-23-8101
　http://www.kk-next.com/
／田中 真一郎
／1,000 万円
／1997 年 10 月
／114 人（2020 年 2 月現在）
／精密板金、キャビネット製造、板金筐体塗装
／ 　「こんなことできたらいいな」という夢を、卓越した「匠

の技」と自社開発した「ニュー・テクノロジー」とのネッ
トワーク化と融合化をはかり、実現しよう。

　  　苦労、悩みを共有でき一緒に喜び合える会社、創意と
勇気をもって未知の世界へ挑戦するチャレンジングな企
業風土を築こう。

　　事業成功によって得られた幸福をみんなで分かち合おう。

願いをカタチに変える
卓越した匠の技を次の時代へ
溶接工

阿
あ

部
べ

 直
な お

希
き

さん（21 歳）
株式会社ネクスト（栗原市）

仕事
図鑑
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設計から完成まで一貫生産体制を整える同社では、各工
程のプロフェッショナルが力を合わせ、高性能・高品質
のものづくりを支えています。

1

2

3

板金工程では、金属板を切り出しや穴あけ加工などを行った後、「ベンダー」
と呼ばれる加工機を使って曲げ加工を施します

塗装工程では、組み立てた製品に塗装を施します。同社では、2019 年から
東北最大級の塗装設備が稼働しています

検査工程では、製品を取引先に収める前の最終チェックが行われます。パー
ツごとに分けて納める大型の製品も、完成形まで組み立てて検査を行います

1

2

3

幅広いニーズに総合力で応える
株式会社ネクストで働く人々
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先
輩
に
最
高
の
バ
ト
ン
を
渡
す
た
め

丁
寧
な
作
業
を
肝
に
銘
じ
る

溶接した部分に定規を当てて、金属のひずみが見られないか確認する阿部直希さん



動
の
時
は
、
面
白
そ
う
だ
と
感
じ
て
就
職
し
ま
し

た
。
で
も
、
も
の
づ
く
り
の
仕
事
で
は
な
か
っ

た
の
で
…
…
」
と
阿
部
さ
ん
。「
や
っ
ぱ
り
、
も

の
を
作
る
仕
事
に
就
き
た
い
！
」
と
の
思
い
か
ら
、

転
職
を
決
意
し
た
と
い
う
。

　
「
次
の
就
職
先
を
探
す
時
に
、
高
校
で
経
験
し

た
ガ
ス
溶
接
の
実
習
が
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
今
度
は
溶
接
の
仕
事
を

探
す
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　

こ
う
し
て
同
社
に
就
職
し
た
阿
部
さ
ん
は
、
す

ぐ
に
奥
が
深
い
溶
接
の
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
に
。

「
Ｔテ

ィ

グ

Ｉ
Ｇ
溶
接
」「
炭
酸
ガ
ス
ア
ー
ク
溶
接
」

「
Ｙヤ

グ
Ａ
Ｇ
レ
ー
ザ
ー
溶
接
」「
抵
抗
ス
ポ
ッ
ト
溶

接
」
な
ど
、
同
社
で
扱
う
溶
接
技
法
の
多
さ
に
驚

き
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
高
校
で
習
っ
た
こ
と
の
な

い
こ
と
に
戸
惑
っ
た
。

　

入
社
１
年
目
の
あ
る
日
、
阿
部
さ
ん
は
抵
抗
ス

ポ
ッ
ト
溶
接
を
担
当
し
た
。
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
溶

接
す
る
場
合
に
は
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
技
法
で
、

金
属
板
の
接
合
し
た
い
部
分
を
加
圧
し
な
が
ら
大

電
流
を
流
す
こ
と
で
加
工
が
施
さ
れ
る
。

　
「
そ
の
時
に
、
や
り
直
し
が
で
き
な
い
ミ
ス
を

し
て
、
製
品
を
ダ
メ
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も

う
一
度
同
じ
材
料
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
必

要
が
あ
っ
た
た
め
、
前
工
程
の
先
輩
た
ち
に
も
迷

惑
を
か
け
て
し
ま
い
、
１
週
間
く
ら
い
落
ち
込
み

ま
し
た
」

無
我
夢
中
で
駆
け
抜
け
た
１
年
目

コ
ツ
コ
ツ
と
技
術
を
磨
き
次
に
つ
な
げ
る

　
「
気
に
し
な
く
て
も
い
い
か
ら
。
次
を
頑
張
ろ
う
」。

先
輩
た
ち
の
優
し
い
励
ま
し
の
声
で
前
を
向
い
た

阿
部
さ
ん
は
、
一
つ
一
つ
の
作
業
に
集
中
し
、
丁

寧
な
仕
事
を
心
掛
け
た
。
教
え
て
も
ら
っ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
ま
と
め
た
ノ
ー
ト
に
繰
り
返
し
目
を
通
し
、

溶
接
の
イ
メ
ー
ジ
を
頭
に
叩
き
込
ん
だ
。

　
「
１
年
目
は
、
が
む
し
ゃ
ら
で
し
た
。
２
年
目
か

ら
は
慣
れ
て
き
て
ミ
ス
も
減
り
ま
し
た
」

　

社
内
の
溶
接
技
能
認
定
試
験
に
合
格
し
、
東
北

職
業
能
力
開
発
大
学
校
（
栗
原
市
）
で
実
施
さ
れ

た
技
術
講
習
会
に
も
参
加
す
る
な
ど
、
阿
部
さ
ん

は
、
ま
す
ま
す
腕
に
磨
き
を
か
け
て
い
る
。
尊
敬

す
る
佐
藤
技
匠
か
ら
「
き
れ
い
に
仕
上
が
っ
た
な
」

と
ほ
め
て
も
ら
え
る
瞬
間
が
何
よ
り
も
う
れ
し
く
、

や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
も
の
を
作
っ
て
形
に
残
し
た
い
」
と
飛
び
込
ん

だ
溶
接
の
道
。
阿
部
さ
ん
は
、
３
年
間
で
１
０
０
種

類
以
上
の
製
品
を
形
に
し
て
き
た
。
し
か
し
、
身

に
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
技
術
、
や
っ
て
み
た

い
仕
事
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

阿
部
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も
着
実
に
溶
接
を
し

て
、
次
の
工
程
で
待
つ
先
輩
た
ち
に
製
品
を
届
け

て
い
き
た
い
で
す
」
と
抱
負
を
語
る
と
、
道
具
を

手
に
取
り
作
業
を
再
開
し
た
。
溶
接
に
よ
っ
て
放

た
れ
た
光
が
、
手
元
を
静
か
に
照
ら
し
始
め
た
。

願いをカタチに変える
卓越した匠の技を次の時代へ
溶接工

阿部 直希さん（21 歳）
株式会社ネクスト（栗原市）
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寡
黙
な
努
力
家
タ
イ
プ
の
阿
部
君
は
、
入
社
３
年
目
と
し
て
は
、

高
い
技
術
と
知
識
を
身
に
付
け
て
い
る
と
評
価
し
て
い
ま
す
。
先

輩
か
ら
の
技
術
指
導
に
対
し
て
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
、
も
ら
さ

ず
ノ
ー
ト
に
記
録
す
る
。「
頭
と
体
で
技
術
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き

る
、
将
来
有
望
な
若
手
が
入
社
し
た
な
」
と
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
は
、
比
較
的
加
工
し
や
す
い
鉄
や
ス
テ
ン
レ
ス
を
材
料
に
、

製
品
の
一
部
分
を
溶
接
す
る
仕
事
を
任
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
先
輩
の
よ
う
に
大
き
く
立
体
的
に
組
み
立
て
る
作
業
も
マ
ス

タ
ー
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
難
し
い
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
溶
接
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

次
の
ス
テ
ッ
プ
を
目
指
し
て
、
佐
藤
技
匠
や
先
輩
の
技
術
を
さ

ら
に
吸
収
し
て
く
だ
さ
い
。
後
輩
も
で
き
た
の
で
、
自
分
の
技
術

を
人
に
教
え
る
経
験
も
積
ん
で
、
ま
す
ま
す
成
長
し
て
く
れ
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

仕
事
と
真
面
目
に
向
き
合
う
姿
勢
が
素
晴
ら
し
い

今
後
の
経
験
を
生
か
し
、
さ
ら
な
る
成
長
に
期
待

10:05

溶
接
作
業
（
続
き
）

溶
接
の
影
響
で
生
じ
た
ひ
ず
み
を
手
作
業
で
修
正
し
な
が

ら
溶
接
す
る

12:05

昼
食

母
親
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
弁
当
を
食
堂
で
食
べ
る

12:50

一
斉
清
掃

午
後
の
作
業
前
に
、
自
分
の
作
業
エ
リ
ア
を
中
心
に
工
場

内
を
清
掃
す
る

13:00

溶
接
作
業
（
午
後
）

初
め
て
組
み
合
わ
せ
る
パ
ー
ツ
や
難
し
い
作
業
を
行
う
時

は
、
技
匠
の
も
と
で
指
導
を
受
け
る

15:00

製
品
の
確
認

溶
接
を
終
え
た
パ
ー
ツ
が
、
図
面
通
り
に
仕
上
が
っ
て
い
る

か
最
終
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う

17:00

終
業

8:00

朝
礼

溶
接
部
門
で
集
ま
り
、
そ
の
日
の
業
務
内
容
な
ど
に
つ
い

て
情
報
を
共
有
。
そ
の
後
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
安
全
・
品
質

唱
和
を
行
う

8:05

始
業
前
点
検

作
業
前
に
普
段
使
用
し
て
い
る
溶
接
機
な
ど
の
機
器
を
点

検
す
る

8:10

溶
接
作
業
（
午
前
）

板
金
工
程
で
加
工
さ
れ
た
金
属
を
図
面
に
従
っ
て
溶
接
し
、

パ
ー
ツ
に
組
み
立
て
て
い
く

阿
部 

直
希
さ
ん
の

 

あ
る
1
日

休憩 休憩

　

就
職
先
を
選
ぶ
時
に
は
、「
面
白
い
仕

事
だ
な
」
と
興
味
が
持
て
る
か
ど
う
か
を

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
は
、

過
去
の
知
識
や
経
験
か
ら
だ
け
で
は
な

く
、
自
分
で
調
べ
た
り
人
に
聞
い
た
り
と

で
き
る
こ
と
は
何
で
も
試
し
て
み
て
、
職

業
や
企
業
の
選
択
肢
を
広
げ
て
み
ま
し
ょ

う
。
集
め
た
情
報
は
、
リ
ス
ト
化
す
る
と

分
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
資
格
は
可
能
な
範
囲
で
持
っ

て
お
く
こ
と
を
お
ス
ス
メ
し
ま
す
。
高
校

生
の
時
は
あ
ま
り
資
格
取
得
に
積
極
的
で

は
な
く
、
就
職
し
て
か
ら
資
格
の
大
切
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
資
格
が
な
い
か
ら
就
職
が

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
資
格
取
得
の
た
め
に
勉
強
す
る
こ

と
で
、
仕
事
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
こ
と

が
で
き
る
の
で
、そ
の
職
業
に
興
味
を
持
っ

た
り
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
り
す
る
は
ず

で
す
。

溶接のテクニックが図解と共にびっしりと書き込まれ
ているノート。作業中はいつもそばに置いてある

佐藤一二技匠の指導に耳を傾ける。常に優しく時に厳
しい技匠は憧れの存在である

毎朝行う安全・品質唱和で、気持ちを仕事モードに切
り替える

抵抗スポット溶接。材料を加圧した状態で数千～数
万アンペアの大電流を流して溶接する

上司から技術面や製品・道具の取り扱いなど作業改
善についてアドバイスを受ける

電気溶接の一種ＴＩＧ溶接。火花が飛び散らず音も静
かなため、よく使われる溶接技法である

未
来
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
へ

ア
ド
バ
イ
ス

先
輩
か
ら
の

に上司
聞
く

板金部
部長

氏家 伸さん

　

多
様
な
技
法
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
し

て
材
料
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
溶
接
に
は
、

豊
富
な
知
識
と
経
験
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
溶
接
工
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
後
は
、

様
々
な
こ
と
を
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

新
人
溶
接
工
の
阿
部
さ
ん
に
と
っ
て
、

こ
れ
ま
で
覚
え
た
こ
と
を
ま
と
め
た
ノ
ー

ト
は
、
大
切
な
財
産
だ
。「
作
業
前
に
読
み

返
し
て
注
意
点
や
コ
ツ
を
復
習
し
て
い
ま

す
。
ほ
か
の
ペ
ー
ジ
か
ら
よ
り
良
い
方
法

を
発
見
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

こ
こ
が
Ａ
Ｃ
Ｅ
ポ
イ
ン
ト
！
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ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
の
パ
ー
ツ
を
組
み
立
て

水
平
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
す
る

　

沼
田
靖
矢
さ
ん
は
、
自
身
が
組
み
立
て
た
ロ

ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
の
数
カ
所
を
「
ハ
イ
ト
ゲ
ー
ジ
」

と
呼
ば
れ
る
測
定
器
で
計
測
し
て
い
た
。
こ
の
ロ

ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
は
半
導
体
製
造
装
置
に
内
蔵
さ
れ
、

半
導
体
の
材
料
で
あ
る
シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ー
ハ
を
平

行
移
動
さ
せ
る
も
の
。
基
準
面
か
ら
の
高
さ
を
精

密
に
測
定
す
る
ハ
イ
ト
ゲ
ー
ジ
を
使
っ
て
、
ア
ー

ム
全
体
の
水
平
バ
ラ
ン
ス
を
確
認
し
、
測
定
結

果
が
規
定
の
範
囲
内
に
収
ま
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

ネ
ジ
の
締
め
付
け
具
合
を
微
調
整
す
る
と
い
う
。

　
「
こ
の
後
の
ネ
ジ
の
調
整
が
と
て
も
難
し
く
て
、

少
し
動
か
し
た
だ
け
で
も
バ
ラ
ン
ス
に
大
き
く
影

響
し
て
し
ま
い
ま
す
」
と
話
す
沼
田
さ
ん
は
、
株

式
会
社
ワ
イ
・
デ
ー
・
ケ
ー
に
入
社
１
年
目
の
新

人
だ
。
調
整
作
業
は
先
輩
た
ち
よ
り
も
時
間
が
か

か
っ
て
し
ま
う
が
、「
焦
ら
ず
に
正
確
な
作
業
を

心
掛
け
よ
う
と
、自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
」

と
落
ち
着
い
た
様
子
で
語
っ
た
。

　

同
社
の
宮
城
工
場
は
、
２
０
１
８
年
に
稼
働
し

た
ば
か
り
の
新
し
い
工
場
で
、
主
に
半
導
体
製
造

装
置
に
内
蔵
さ
れ
る
様
々
な
機
器
や
部
品
の
製
造

を
手
掛
け
て
い
る
。沼
田
さ
ん
は
、ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー

ム
の
組
み
立
て
か
ら
水
平
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
ま
で

の
作
業
を
担
当
す
る
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
。

　
「
作
業
ミ
ス
や
製
品
の
不
具
合
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
、
一
つ
一
つ
の
作
業
後
の
確
認
を
徹
底
し

て
い
ま
す
」
と
意
気
込
む
。

先
輩
の
姿
を
見
て
成
長

次
は
自
分
が
後
輩
の
手
本
に
な
る

　

沼
田
さ
ん
は
、
小
学
生
の
頃
か
ら
プ
ラ
モ
デ
ル

を
作
る
こ
と
が
好
き
で
、
将
来
は
「
も
の
を
組
み

立
て
る
仕
事
に
就
き
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
。
地

元
に
あ
る
黒
川
高
等
学
校
（
大
和
町
）
の
機
械
科

に
進
学
し
、
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
放

課
後
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
で
設
計
や
組
み
立
て

に
夢
中
に
な
っ
た
。

　

高
校
３
年
生
に
な
っ
て
も
、
も
の
づ
く
り
の
道

に
進
む
こ
と
は
揺
る
が
な
か
っ
た
が
、
就
職
を
希

望
す
る
企
業
が
絞
り
切
れ
ず
悩
ん
だ
と
い
う
。
そ

ん
な
時
、
先
生
か
ら
同
社
を
紹
介
さ
れ
た
。

　

で
き
た
ば
か
り
の
工
場
、
最
先
端
の
事
業
分
野
、

地
元
に
あ
る
職
場
。
沼
田
さ
ん
に
と
っ
て
、
全
て

が
魅
力
的
だ
っ
た
。「
夏
に
工
場
を
見
学
し
た
時
、

情
熱
的
で
気
さ
く
な
工
場
長
の
人
柄
に
引
か
れ
た

こ
と
も
決
め
手
で
す
」

　

こ
う
し
て
同
社
へ
入
社
し
た
沼
田
さ
ん
は
、
製

造
現
場
を
一
通
り
体
験
し
た
後
、
念
願
の
組
み
立

て
工
程
に
配
属
さ
れ
た
。

　

苦
戦
し
た
ア
ー
ム
の
調
整
も
、
経
験
を
重
ね
な

が
ら
少
し
ず
つ
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
き
た
。
今
で
は
、

先
輩
が
組
み
立
て
た
ア
ー
ム
の
調
整
を
任
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。「
先
輩
が
組
み
立
て
た

も
の
と
自
分
の
も
の
で
は
、
調
整
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
違
う
ん
で
す
。
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
し
、

面
白
い
で
す
ね
」
と
表
情
を
緩
ま
せ
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
、
先
輩
の
姿
を
追
い
な
が
ら
仕
事

を
覚
え
て
き
ま
し
た
。
春
に
は
後
輩
が
で
き
る
は

ず
な
の
で
、
私
が
手
本
と
な
れ
る
よ
う
に
努
力
し

た
い
で
す
」
と
沼
田
さ
ん
は
力
強
く
語
っ
た
。

製造

沼
ぬ ま

田
た

 靖
せ い

矢
や

さん（19 歳）
株式会社ワイ・デー・ケー 宮城工場（大和町）

　

私
は
、「
も
の
を
組
み
立
て
る
仕
事
に
就

き
た
い
」
と
い
う
思
い
を
ず
っ
と
持
ち
続

け
て
就
職
先
を
選
び
ま
し
た
。
今
こ
う
し

て
希
望
通
り
の
仕
事
に
就
く
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
や
り
た
い
こ
と
を
き
ち
ん
と
決

め
て
い
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
み
な
さ
ん
に
も
就
職
先
を
考
え
る

時
に
は
、
ま
ず
「
や
り
た
い
こ
と
」
を
明

確
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

自
分
が
や
り
た
い
と
思
う
仕
事
で
な
け

れ
ば
、
た
と
え
大
手
企
業
に
就
職
で
き
た

と
し
て
も
、
長
く
続
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
も
。
自
分
が
や
り
た
い
と
思
う
仕
事

な
ら
、
最
初
は
つ
ら
い
と
感
じ
て
も
壁
を

乗
り
越
え
、
何
十
年
も
楽
し
く
続
け
ら
れ

る
は
ず
で
す
。

　
「
や
り
た
い
こ
と
」
が
見
つ
か
ら
な
い
人

は
、
担
任
の
先
生
や
部
活
動
の
顧
問
の
先

生
、
両
親
な
ど
周
囲
の
大
人
に
相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
ア
ド
バ
イ
ス
か
ら
良
い
答

え
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

12:25

昼
食

母
親
の
手
づ
く
り
弁
当
を
食
堂
で
食
べ
る

13:20

組
み
立
て
・
調
整
作
業
（
午
後
）

次
の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
の
組
み
立
て
と
調
整
を
行
う

17:20

終
業

終
業
前
に
道
具
の
片
づ
け
や
定
盤
の
清
掃
を
行
う

16:00

進
行
状
況
の
確
認

一
日
の
作
業
の
進
み
具
合
を
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
と
確
認
す
る

8:20

朝
礼

課
ご
と
に
集
ま
り
、
来
客
予
定
な
ど
の
連
絡
事
項
を
共
有
す
る

8:30

危
険
予
知
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
Ｋ
Ｙ
Ｍ
）

工
程
ご
と
に
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
作
業
で
起
こ
り
う
る
危
険

に
つ
い
て
話
し
合
う

10:30

調
整
作
業
（
午
前
）

組
み
上
げ
た
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
が
水
平
に
な
る
よ
う
に
調
整

す
る

8:40

組
み
立
て
作
業
（
午
前
）

作
業
指
示
書
を
も
と
に
部
品
を
確
認
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を

組
み
立
て
る

沼
田 

靖
矢 

さ
ん
の

 

あ
る
1
日

休憩 休憩

未
来
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
へ

ア
ド
バ
イ
ス

先
輩
か
ら
の

C A S E   

03
仕事
図鑑

ロボットアームの動作確認の方法について
先輩社員から教わる

休憩時間は、ラウンジでリラックス。木の温もりを感
じる空間で会話も弾む

ロボットアームの組み立てを担当するメンバーが集ま
り、危険予知ミーティングを行う

作業指示書をもとに組み立てに必要なネジを取り出す

ハイトゲージを使って、組み立てたロボットアームの平行バラ
ンスを確認する沼田靖矢さん

「小集団改善活動」と呼ばれるミーティングに参加する。製品
の品質や業務内容に関する改善点などについて小グループで話
し合う

2018 年 9 月に稼働を開始した宮城工場。ハイレベルの清浄度
を誇る巨大なクリーンルームや、国内有数の大型精密洗浄装置
など最先端の設備が導入されている

1

2

3

企業情報

株式会社ワイ・デー・ケー
／本社：東京都稲城市押立 1705
　宮城工場：黒川郡大和町テクノヒルズ 55
　TEL 022-346-8088
　https://ydkinc.co.jp/
／渡邉 洋子
／1 億円
／1952 年 11 月
／ 270 人（宮城工場：2020 年 3 月現在）
／ 半導体製造装置・FPD 製造装置・産業用設備の設計

開発・製造・修理、伝送通信装置・ネットワーク機器・
IoT 機器の設計開発・製造、ネットワークシステム構築、
精密機械部品の切削加工

／ お客様第一主義

所 在 地

代表取締役社長
資 本 金
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容

社 是

技術力とノウハウで
未来を拓くものづくり
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2

3

1

地
元
で
夢
を
叶
え
た
喜
び
を
糧
に

組
み
立
て
に
情
熱
を
燃
や
す



「
も
の
づ
く
り
の
母
」
と
も
呼
ば
れ
る
金
型

そ
の
設
計
を
担
当
す
る
若
手
エ
ン
ジ
ニ
ア

　

株
式
会
社
登
米
精
巧
の
本
吉
工
場（
気
仙
沼
市
）

で
、
白
石
健
太
さ
ん
は
「
金
型
」
の
仕
上
が
り
を

念
入
り
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
。
金
型
は
、
大
量

生
産
す
る
工
業
製
品
を
早
く
・
安
く
・
均
一
な
品

質
で
作
る
た
め
に
は
不
可
欠
な
も
の
。
現
在
、
白

石
さ
ん
は
、
Ｏ
Ａ
機
器
部
品
を
作
る
金
型
の
設
計

を
担
当
す
る
。
完
成
し
た
金
型
は
プ
レ
ス
加
工
機

に
セ
ッ
ト
さ
れ
、
金
属
の
板
か
ら
精
密
部
品
を
作

り
出
す
と
い
う
。

　
「
金
型
設
計
は
、
部
品
づ
く
り
の
最
初
の
工
程

と
な
る
重
要
な
仕
事
で
す
。
加
工
部
門
の
人
た
ち

が
作
業
し
や
す
い
金
型
を
設
計
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
白
石
さ
ん
。
思
い
通
り

の
仕
上
が
り
に
満
足
な
様
子
だ
。

　

同
社
は
、
金
型
の
設
計
・
製
作
を
は
じ
め
、
機

械
装
置
や
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
設
計
・
製
作
、
精

密
機
械
部
品
の
製
造
な
ど
を
手
掛
け
る
。
設
計
か

ら
製
造
ま
で
請
け
負
う
一
貫
生
産
体
制
と
、
高
い

技
術
を
持
つ
人
材
を
強
み
に
、
自
動
車
や
半
導
体

装
置
、
医
療
機
器
、
航
空
機
な
ど
、
幅
広
い
産
業

分
野
で
も
の
づ
く
り
を
展
開
す
る
。

　
「
一
貫
生
産
が
で
き
る
会
社
な
の
で
、
い
ろ
い

ろ
な
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」。
そ

う
話
す
白
石
さ
ん
も
、
２
年
前
に
機
械
加
工
部
門

か
ら
金
型
設
計
部
門
へ
異
動
し
た
と
い
う
。
ま
だ
、

新
し
く
覚
え
る
こ
と
が
多
く
、「
経
験
豊
富
な
先

輩
た
ち
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
、
学
ん
で

い
ま
す
」
と
話
す
。

機
械
加
工
の
経
験
を
金
型
設
計
に
生
か
す

成
功
を
重
ね
な
が
ら
着
実
に
成
長

　

登
米
総
合
産
業
高
校
（
登
米
市
）
で
機
械
に
つ

い
て
学
ん
だ
白
石
さ
ん
は
、
地
元
で
も
の
づ
く
り

の
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、
卒
業
後
に
同
社
に
入

社
し
た
。「
２
年
生
の
夏
、
登
米
精
巧
で
３
日
間

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。
大
型
の
加
工
機
や
精
密
な
製
品
を
見

て
驚
き
、
高
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
こ
の
会
社
で
生

か
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　

入
社
１
年
目
は
、
機
械
加
工
部
門
に
配
属
さ
れ
、

汎
用
旋
盤
を
操
っ
た
。
高
校
の
実
習
で
も
扱
っ
た

こ
と
が
あ
る
馴
染
み
の
あ
る
作
業
だ
っ
た
が
、
求

め
ら
れ
る
加
工
精
度
の
レ
ベ
ル
の
違
い
に
驚
い
た

と
い
う
。「
加
工
が
う
ま
く
い
か
ず
、
悩
む
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
仕
事
を
続
け
て
い
く
う
ち
に

コ
ツ
を
つ
か
ん
で
い
き
ま
し
た
」

　

最
初
か
ら
う
ま
く
い
か
な
い
の
は
当
た
り
前
、

で
き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
こ
う
―
―
。

白
石
さ
ん
の
前
向
き
な
考
え
方
は
、
金
型
設
計
部

門
に
移
っ
て
か
ら
も
生
か
さ
れ
た
。「
初
め
て
設

計
を
担
当
し
た
金
型
が
完
成
し
た
時
は
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
白
石
さ
ん
。
そ
の
金
型

か
ら
初
め
て
部
品
が
生
み
出
さ
れ
た
瞬
間
に
立
ち

会
っ
た
時
に
は
、「
こ
れ
ま
で
の
努
力
と
苦
労
が

報
わ
れ
ま
し
た
」
と
感
慨
深
げ
に
話
し
た
。

　

入
社
３
年
目
を
迎
え
、
仕
事
や
職
場
の
雰
囲
気

に
も
慣
れ
て
き
た
。「
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
製
品

づ
く
り
に
関
わ
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
資

格
の
取
得
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
た
い
で

す
」
と
白
石
さ
ん
は
、
さ
ら
な
る
成
長
を
誓
っ
た
。

新しい価値を創造する
多才な技能者集団
金型設計

白
し ら

石
い し

 健
け ん

太
た

さん（21 歳）
株式会社登米精巧 本吉工場（気仙沼市）

　

私
は
、高
校
生
の
時
か
ら
積
極
的
に
様
々

な
資
格
取
得
に
挑
戦
し
、
機
械
保
全
技
能

士
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
免
許
、
ア
ー
ク

溶
接
の
資
格
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
資
格
が
手
に
入
る
だ
け

で
は
な
く
、
目
標
達
成
に
向
か
っ
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
や
、
努
力
や
忍
耐
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
仕
事
に
必
要
な
資
格
や

知
識
を
高
校
生
の
う
ち
か
ら
積
極
的
に
身

に
付
け
、
武
器
に
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
は
「
必
要
な
い
か
な
」
と
感

じ
て
い
る
こ
と
で
も
、
い
つ
か
高
校
生
の

時
に
学
ん
だ
こ
と
が
生
き
る
時
が
来
る
と

思
い
ま
す
。

　

自
分
の
将
来
に
必
要
な
こ
と
を
見
つ
け

る
た
め
に
も
、
気
に
な
る
仕
事
や
会
社
に

つ
い
て
、
と
こ
と
ん
リ
サ
ー
チ
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
自
分
で
調
べ
て
み
た

り
、
先
生
や
親
に
聞
い
て
み
た
り
す
る
の

も
い
い
で
す
ね
。

12:45

作
業
再
開

設
計
図
の
本
格
的
な
作
製
に
取
り
掛
か
る

14:00

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
製
造
担
当
）

部
品
や
設
計
図
を
見
な
が
ら
、
機
械
加
工
や
金
型
組
立
の
担
当

者
と
打
合
せ
を
す
る

17:00

終
業

夕
礼
の
後
、
退
社
す
る

16:45

終
業
準
備

後
片
付
け
や
清
掃
、
翌
日
の
作
業
の
準
備
を
行
う

8:00

朝
礼

設
計
ス
タ
ッ
フ
で
集
ま
り
、
前
日
の
作
業
の
振
り
返
り
と
当
日

の
進
め
方
を
共
有

8:15

設
計

Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
っ
て
金
型
の
設
計
を
行
う

12:00

昼
食

母
親
が
作
っ
て
く
れ
た
弁
当
を
食
堂
で
食
べ
る

10:30

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
設
計
担
当
）

作
製
し
た
設
計
構
想
図
を
基
に
、
設
計
ス
タ
ッ
フ
同
士
で
打
合

せ
し
た
後
、
必
要
に
応
じ
て
修
正
す
る

白
石 

健
太
さ
ん
の

 

あ
る
1
日

休憩 休憩

未
来
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
へ

ア
ド
バ
イ
ス

先
輩
か
ら
の

企業情報

株式会社登米精巧
／本　　社：登米市迫町新田字日向 97-1
　本吉工場：気仙沼市本吉町小金山 38-3
　TEL 0226-43-2228
　http://www.tomeseicoh.co.jp/
／後藤 康治
／ 5,800 万円
／1989 年 1 月
／ 98 人（2019 年 12 月現在）
／機械・省力機器の設計・製作・組立・販売、精密機械部品

製造販売、精密金型・板金・精密プレス部品加工・ユニッ
ト組立・販売、機械・装置・その他のメンテナンス・オーバー
ホール、カチオン電着塗装

／・小さくても良い会社（スモールリッチカンパニー）
　・提案型生産会社を目指す。また地域密着型企業である事
　・会社を通じて全員が豊かな家庭を築く

所 在 地

代表取締役
資 本 金
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容

経 営 理 念

C A S E   

04
仕事
図鑑

機械加工の担当者から意見を聞いて、金
型設計のヒントを得る

金型の加工を依頼する機械加工のメンバーとは、常
に情報を共有している

作製した図面を設計部門のメンバーで検討し、改善点
があれば修正する

CADを使って金型の設計図を作製する

1　設計を担当した金型の仕上がりを確認する白石健太さん

2　‌‌本吉工場をはじめ同社には、技能士資格を持つ社員が機械加工や
組み立て、検査など様々な分野で活躍している

3　‌‌機械加工で作られる製品群。ほかにもプレス加工や板金加工、溶接加
工など様々な方法で作られる製品が、産業界のニーズに応えている
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ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
思
考
を
心
掛
け

金
型
設
計
に
全
身
全
霊
を
注
ぐ
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EW
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宮城県立高等技術専門校　技能の羅針盤

1自動車の点検整備について学ぶ自動車整備科の訓
練生　2外部診断機を使って自動車の故障診断を行
う訓練生

1工業用ミシンを操作して縫製作業について学ぶ総
合実務科手工芸コースの訓練生　2ポケットを縫い
付けた部分の柄がずれないように、生地を裁断する前
に行う「柄合わせ」の作業

宮城県立
気仙沼高等技術専門校
気仙沼市大峠山 1-174
TEL‌0226-22-7068
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/ks-kougi/

宮城障害者
職業能力開発校
仙台市青葉区台原 5-15-1
TEL‌022-233-3124
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/miyashou/

確
か
な
技
術
と
サ
ー
ビ
ス
の
心
得
を
指
導

自
動
車
整
備
の
プ
ロ
を
育
成

　
「
自
動
車
整
備
科
」
で
は
、
機
械
・
検
査
機
器

の
取
り
扱
い
や
整
備
作
業
（
受
入
検
査
・
分
解
・

点
検
・
組
立
・
調
整
・
完
成
検
査
・
故
障
診
断
な

ど
）
に
必
要
な
知
識
技
能
を
習
得
す
る
た
め
の
訓

練
を
、
２
年
間
か
け
て
行
い
ま
す
。

　

自
動
車
の
構
造
や
機
能
の
基
本
か
ら
、
電
子
制

御
シ
ス
テ
ム
ま
で
、
自
動
車
に
つ
い
て
幅
広
く
学

び
な
が
ら
、「
二
級
自
動
車
整
備
士
」
の
資
格
取
得

を
目
指
し
ま
す
。
自
動
車
整
備
の
仕
事
は
、 

チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
あ
い
さ
つ
や
訓

練
中
の
声
が
け
、
明
る
く
作
業
に
臨
む
た
め
の
心

構
え
の
徹
底
な
ど
に
つ
い
て
も
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
整
備
士
が
お
客
様
へ
の
作
業
説
明
を
行

う
な
ど
接
客
対
応
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
た
こ
と
か

ら
、
接
遇
に
必
要
な
マ
ナ
ー
や
話
法
に
関
す
る
訓

練
も
時
間
を
か
け
て
行
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
整

備
士
に
求
め
ら
れ
る
ガ
ス
溶
接
や
ア
ー
ク
溶
接
な

ど
、
関
連
す
る
技
能
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
動
車
販
売
店
や
整
備
工
場
の
ほ
か
に
も

様
々
な
業
種
で
修
了
生
が
活
躍

　

同
訓
練
科
で
は
、
よ
り
実
践
に
近
い
実
技
訓
練

を
通
し
て
、
様
々
な
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

プ
ロ
の
整
備
士
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
初
め
て
開
催
さ
れ
た
「
み
や
ぎ
学
生
自
動
車

整
備
技
能
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
、
同
校
の
訓
練
生

が
最
高
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

自
動
車
整
備
士
は
、
乗
用
車
や
バ
ス
・
ト
ラ
ッ

ク
の
ほ
か
、
建
設
用
の
重
機
や
農
業
機
械
な
ど
の

整
備
に
も
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
同
訓
練
科
の

修
了
生
は
、
自
動
車
販
売
店
や
整
備
工
場
の
ほ
か
、

建
設
機
械
・
農
業
機
械
の
リ
ー
ス
会
社
な
ど
様
々

な
就
職
先
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
整
備
科
の
ほ
か
に
も
同
校
で
は
、
１
年

課
程
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
と
、
６
カ
月
課
程

の
溶
接
科
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
震
災
復
興
が
進

む
地
元
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
を
多
く
輩
出
で
き
る
よ
う
に
、
日
々
の
指
導

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

幅
広
い
実
務
作
業
が
で
き
る
技
能
者
を
養
成

就
業
に
よ
る
自
立
を
後
押
し

　

宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
は
、
障
害
の
あ

る
方
に
対
し
、
就
業
に
よ
る
自
立
と
社
会
の
発
展

に
貢
献
す
る
技
能
者
の
養
成
を
目
的
に
設
立
さ
れ

た
、
国
立
県
営
の
職
業
能
力
開
発
校
で
す
。

　
「
総
合
実
務
科
」
は
、「
手
工
芸
コ
ー
ス
」「
物

流
ワ
ー
ク
コ
ー
ス
」「
販
売
管
理
コ
ー
ス
」
の
３

つ
の
専
門
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
１
年
間
の
訓
練
や

実
習
を
通
じ
て
各
職
種
に
求
め
ら
れ
る
技
能
と
知

識
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

　

手
工
芸
コ
ー
ス
で
は
、
紙
製
の
箱
・
容
器
の
製

作
や
工
業
用
ミ
シ
ン
を
使
っ
た
縫
製
作
業
な
ど
、

も
の
づ
く
り
に
関
連
す
る
訓
練
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、物
流
ワ
ー
ク
コ
ー
ス
で
は
、ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

や
物
流
セ
ン
タ
ー
で
の
業
務
を
想
定
し
、
運
搬
や

仕
分
け
、
荷
づ
く
り
、
清
掃
作
業
な
ど
に
関
す
る

訓
練
を
行
い
ま
す
。
販
売
管
理
コ
ー
ス
で
は
、
販

売
・
接
客
・
清
掃
・
商
品
の
取
り
扱
い
な
ど
に
関

す
る
訓
練
を
行
い
ま
す
。

３
週
間
の
導
入
訓
練
で
適
性
を
確
認

丁
寧
な
支
援
体
制
で
就
業
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

　

同
訓
練
科
で
は
、
入
校
後
に
各
コ
ー
ス
の
基
本

作
業
を
１
週
間
ず
つ
行
う
「
導
入
訓
練
」
を
実
施

し
ま
す
。
導
入
訓
練
に
よ
り
各
訓
練
生
の
適
性
を

確
認
し
た
後
、
本
人
の
希
望
を
含
め
総
合
的
に
判

断
し
、
専
門
コ
ー
ス
を
決
定
し
ま
す
。

　

ど
の
コ
ー
ス
で
も
、
一
般
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
図
り
方
、
集
中

力
を
維
持
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
職
業
人
と

し
て
必
要
な
基
本
的
な
能
力
も
身
に
付
け
ま
す
。

　

就
職
に
つ
い
て
は
、
会
社
見
学
を
は
じ
め
、

１
～
２
週
間
程
度
の
職
場
実
習
を
通
じ
た
受
け
入

れ
企
業
と
訓
練
生
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
な
ど

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

総
合
実
務
科
の
ほ
か
に
も
同
校
で
は
、
１
年
課

程
の
「
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
科
」「
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス

科
」や
、６
カ
月
課
程
の「
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
」「
職

域
開
発
科
」、５
カ
月
課
程
の「
オ
フ
ィ
ス
実
務
科
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

気
仙
沼
高
等
技
術
専
門
校

宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

1

2

自動車整備科修了（2014 年）

鈴
すず

木
き

 和
かず

也
や

さん
宮城トヨタ自動車株式会社 気仙沼店（気仙沼市）

　鈴木和也さんが、気仙沼向洋高等学校で学んでいた
2011 年の 3月 11日、巨大な津波が校舎を襲った。自宅
がある気仙沼市鹿折（ししおり）地区も、津波と火災で
大きな被害を受けた。航空機の整備士になる夢を抱いて
いた鈴木さんだったが、震災を経験したことで、自動車
整備士として地元に残り「故郷に貢献したい」と思うよ
うになったという。
　気仙沼高等技術専門校で 2年間、自動車整備の知識と
技術を学んだ鈴木さんは、宮城トヨタ自動車株式会社に
就職。地元にある気仙沼店で自動車整備士デビューを果
たした。
　高等技術専門校での実戦さながらの訓練が、「実際の
仕事にとても役に立った」と話す。そして、お客様から
の「ありがとう」の言葉が、「地元の力になれた」という
達成感につながっているという。
　入社 6年目を迎え、鈴木さんは「さらにスキルを磨き、
後輩を引っ張っていけるようなエンジニアを目指します」
と力強く語った。

宮城トヨタ自動車株式会社 気仙沼店
気仙沼市本郷 10-9
TEL 0226-22-0528
https://www.miyagi-toyota.co.jp/

総合実務科 手工芸コース修了（2019 年）

佐
さ

藤
とう

 大
だい

樹
き

さん
トヨテツ東北株式会社（登米市）

　「ものづくりが大好きで、中学生の頃に木製のベンチを
作ったこともありました」。工場で働くことを夢見ていた
佐藤大樹さんは、金成支援学校（栗原市）を卒業後に宮
城障害者職業能力開発校に入校した。
　総合実務科の手工芸コースで、紙箱の製作や縫製作業
を体験。「最初はとても苦労しましたが、製品が完成した
時はとてもうれしかったです」と振り返った。
　修了後はトヨテツ東北株式会社に就職し、自動車部品
の品質検査に打ち込んでいる。溶接工程を終えたサンプ
ルが届くと、佐藤さんはプラズマカッターで切断し、断
面を調べて溶接の強度を検査する。「学校で学んだ職場
の人とのコミュニケーションの取り方がとても役に立っ
ています」と笑顔を見せた。
　中学生の頃からの夢を叶えた佐藤さんは、「上司や先
輩から、『品質検査のことは大樹に任せる』と信頼される
ような存在になりたいです」と新たな夢を語った。

トヨテツ東北株式会社
登米市迫町北方東富永 1
TEL 0220-21-5201
https://www.tiw.co.jp/tohoku/
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プラント建設部所属　入社２年目

早
はや

坂
さか

 優
ゆう

人
と

さん（仙台市工業高等学校出身）

制御システム部所属　入社４年目

鈴
すず

木
き

 諒
まこと

さん（利府高等学校出身）

電設部所属　入社３年目

三
み

浦
うら

 康
こう

太
た

さん（黒川高等学校出身）

　私は、公共施設などの電気工事を担当していま
す。電柱にある電線から屋内に電気を引き込んだ
り、施設内に配線や照明などを取り付けたり。高
所作業や力仕事もありますが、無事に工事が終
わったときは達成感があります。
　プライベートでバスケをするときに利用する体
育館の工事を担当したことも。友達がプレーを楽
しむ姿を見て、「ここの照明は、自分が工事した
んだぞ」と優越感に浸れるところがいいですね。

産電工業株式会社
仙台市泉区八乙女中央 1-6-7
TEL‌022-371-1701
http://www.sandenkogyo.co.jp/

　私は、プラント設備で使用する、監視・制御装置
システムの企画・設計・構築・メンテナンスなどを
担当しています。システムを活用するお客様の要望
を聞きながら使いやすいシステムを考えます。
　最新の技術を取り入れ、利便性が高いシステムの
構築を心掛けていますが、ときにはそれがお客様に
とって難しいものになってしまうことも。常にお客

　私は、「施工管理者」として、設備工事の現
場を監督する仕事をしています。田んぼに水を
供給するポンプ場など、水関係の現場が中心で
す。工事のスケジュールに関する書類の作成や、
工事をお願いする協力会社との調整など、様々
な仕事があります。
　現場で働くみなさんとは、コミュニケーショ
ンを通じて、信頼関係を築くことを心掛けてい
ます。工事を期日までに完了させ、全員で喜び
を共有できる瞬間がたまりません！

　私は、分配電盤や制御盤など、プ
ラント設備に電気を供給する装置の
製造・試運転・メンテナンスを担当し
ています。社内で配電盤製作に没頭
することもあれば、設備がある現場
にメンテナンスに出かけることもある。
そんなメリハリが魅力です。
　冬に鳥海山の麓にある現場まで、
「かんじき」を履きながら移動したこ
とも。体を動かすことが好きで、利府
高校のスポーツ科学科で学び、陸上
自衛隊、土木関係の仕事を経験して
きた私にうってつけの仕事だと感じて
います。

情報電子部所属　入社５年目

佐
さ

藤
とう

 雄
ゆう

哉
や

さん（宮城県工業高等学校出身）

産電工業株式会社の

各分野の最前線で活躍する４人の若手
社員が、自分の仕事の魅力について
語ってくれました。

を直撃！

様の立場に立ってベストな方法を試行
錯誤するのは大変ですが、とてもやり
がいのある仕事です。

　

私
た
ち
が
働
く
産
電
工
業
株
式
会
社
は
、

１
９
５
２
年
の
創
業
か
ら
成
長
を
続
け
る
、
電
気

工
事
や
機
械
工
事
、
制
御
シ
ス
テ
ム
の
設
計
・
施

工
な
ど
を
担
う
、
東
北
エ
リ
ア
で
は
数
少
な
い
総

合
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
す
。

　

上
下
水
道
施
設
や
ご
み
焼
却
施
設
、
揚
排
水
施

設
と
い
っ
た
、
公
共
性
の
高
い
設
備
事
業
で
培
っ

た
技
術
力
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
や
集
合
住
宅
、
工
場
な
ど
様
々
な
場
所
で
事

業
を
展
開
。
水
力
・
太
陽
光
・
風
力
発
電
設
備
事

業
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
へ
の
進
出

や
、
設
備
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
計
に
も
力
を
入
れ
、

環
境
に
優
し
い
施
設
・
設
備
の
施
工
を
目
指
し
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
、
設
備
の
企
画
か
ら
開
発
、
設
計
、

施
工
、
そ
の
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
、
幅
広
い

業
務
を
自
社
内
で
完
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
総
合

力
を
武
器
に
、
時
代
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
自
社
製
品
の
開
発
も
行
っ
て
い

て
、
そ
の
一
つ
に
「
ソ
ー
ラ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
製
品
は
電
気
が
通
っ
て
い
な

い
場
所
で
も
短
時
間
で
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
災
害
時
の
照
明
や
電
源
と
し
て
も
活
躍
し

て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
に
は
、
県
内
の
企
業
で

製
造
さ
れ
た
優
れ
た
工
業
製
品
で
あ
る
と
の
評
価

を
受
け
、「
み
や
ぎ
優
れ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
」
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

街
路
灯
は
現
在
、
ベ
ト
ナ
ム
に
も
設
置
さ
れ
て

お
り
、
電
気
が
通
っ
て
い
な
い
地
域
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
技
術
を
応
用
し
、
水
を
く
み
上
げ
る
ポ
ン

プ
や
信
号
機
の
電
源
と
し
て
人
々
の
安
心
安
全
な

暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
当
社
の

事
業
領
域
は
、
防
災
や
医
療
、
介
護
福
祉
な
ど
新

た
な
分
野
や
海
外
に
も
広
が
り
を
み
せ
、
地
域
が

抱
え
る
様
々
な
課
題
の
解
決
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
属
す
る
部
署
が
違
い

ま
す
が
、
連
携
プ
レ
ー
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切

に
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
仕
事
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
回
、
富
県
宮
城
グ
ラ
ン
プ
リ
を
い
た
だ
い

た
こ
と
を
誇
り
に
、
地
元
で
あ
る
宮
城
県
で
暮
ら

す
み
な
さ
ん
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
。

　
「
も
の
を
作
り
た
い
」「
地
元
で
人
の
役
に
立
ち

た
い
」「
Ｉ
Ｔ
分
野
で
活
躍
し
た
い
」「
自
慢
の
体

力
を
発
揮
し
た
い
」
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
様
々
な

願
い
を
、
当
社
で
な
ら
実
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

会
社
見
学
は
、
い
つ
で
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
私
た
ち
の
職
場
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

豊
か
で
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

総
合
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
企
業

自社開発製品の「ソーラー
ＬＥＤ街路灯」は、東日本
大震災を機に開発が始まり、
仮設住宅の街路灯などに活
用されています

県
内
の
６
企
業
が
受
賞

第
８
回
「
富
県
宮
城
グ
ラ
ン
プ
リ
」

　

２
月
10
日
、
県
庁
で
｢富
県
宮
城
グ
ラ
ン

プ
リ
」
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
８
回

目
と
な
る
今
回
は
、
グ
ラ
ン
プ
リ
の
産
電
工

業
株
式
会
社
を
は
じ
め
、
各
賞
を
受
賞
し
た

河
北
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式

会
社
（
石
巻
市
）、
株
式
会
社
岩
沼
精
工
（
岩

沼
市
）、
理
研
食
品
株
式
会
社
（
多
賀
城
市
）、

株
式
会
社
二
印
大
島
水
産
（
気
仙
沼
市
）、
ヤ

グ
チ
電
子
工
業
株
式
会
社
（
石
巻
市
）
の
代

表
に
、
村
井
嘉
浩
知
事
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

産
電
工
業
株
式
会
社
の
髙
橋
昌
勝
社
長
は
、

｢今
回
の
受
賞
を
励
み
に
し
て
、
さ
ら
に
地
域

貢
献
を
果
た
す
企
業
づ
く
り
を
進
め
た
い
」

と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

髙橋社長（左から２人目）が持つ表彰
状は柳生和紙で作られており、額縁に
は宮城の伝統工芸品である「玉虫塗」
が施されています
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宮城県の産業の発展や地域経済
の活性化に貢献した企業などを
称える「富県宮城グランプリ」。
グランプリに輝いた産電工業株
式会社（仙台市）を訪れ、4人
の若手社員に話を聞きました。

産電工業
株式会社がグランプリに輝く

TOPICS



　

父
親
が
創
業
し
た
同
社
に
入
社
し
た
１
９
９
０
年

代
、
建
築
業
界
で
は
「
プ
レ
カ
ッ
ト
工
法
」
の
波

が
押
し
寄
せ
て
い
た
。

　

プ
レ
カ
ッ
ト
と
は
、
木
造
建
築
で
使
用
す
る
材

木
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
に
よ
る
機
械
加
工
で
作

る
工
場
生
産
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で
大
工

が
手
作
業
で
数
週
間
か
け
て
行
っ
て
い
た
木
材
加

工
を
、
わ
ず
か
数
時
間
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
か
ら
、
工
期
の
大
幅
な
短
縮
と
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
が
期
待
さ
れ
る
革
命
的
な
工
法
と
し
て
一

気
に
普
及
し
た
。

　
「
父
の
と
こ
ろ
に
も
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の
営
業

担
当
者
が
セ
ー
ル
ス
に
来
ま
し
た
が
、『
大
工
の

仕
事
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
』
と
導
入
し
ま

せ
ん
で
し
た
」
と
話
す
髙
橋
社
長
。
２
０
０
０
年

代
に
入
る
と
、
周
囲
の
工
務
店
が
続
々
と
プ
レ

カ
ッ
ト
工
法
を
受
け
入
れ
て
い
っ
た
。
手
加
工
の

大
工
だ
け
に
頼
る
工
務
店
は
、「
も
は
や
絶
滅
危

惧
種
だ
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
プ
レ
カ
ッ
ト
工
法
が
普
及
し
、
多
く
の
工
務

店
が
自
前
で
木
材
加
工
場
を
持
つ
必
要
が
な
く
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
大
工
も
外
注
に
頼
る
よ
う

に
な
り
、
大
工
の
棟
梁
が
若
手
を
一
人
前
に
育
て

る
人
材
育
成
の
し
く
み
が
崩
壊
し
始
め
て
い
る
と

肌
で
感
じ
ま
し
た
」
と
高
橋
社
長
は
話
し
た
。

　

２
０
１
１
年
、
震
災
で
被
害
を
受
け
た
住
宅
の

改
修
・
修
繕
の
依
頼
が
殺
到
し
た
。「
そ
こ
で
困
っ

た
の
は
、
家
屋
の
改
修
や
修
繕
が
で
き
る
大
工
が

少
な
か
っ
た
こ
と
で
し
た
」

　

既
存
の
建
築
物
の
壊
れ
た
部
分
を
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
で
直
す
作
業
に
は
、
大
工
の
経
験
と
手
加
工
の

技
術
が
求
め
ら
れ
る
。
プ
レ
カ
ッ
ト
工
法
に
よ
る

新
築
工
事
が
主
流
と
な
っ
て
い
た
現
在
で
は
、
手

加
工
の
経
験
豊
富
な
現
役
職
人
が
減
り
、
引
退
が

近
い
50
代
、
60
代
の
大
工
の
力
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
と
い
う
。

　
「
復
興
需
要
が
ひ
と
段
落
す
る
と
、
高
齢
な
大

工
さ
ん
が
次
々
と
引
退
を
始
め
ま
し
た
。『
こ
の

ま
ま
で
は
次
の
災
害
が
起
き
た
際
に
、
大
工
が
家

を
直
せ
な
く
な
る
』
と
危
機
感
を
覚
え
ま
し
た
」

　

２
０
１
２
年
に
同
社
の
代
表
取
締
役
に
就
任
し

た
髙
橋
社
長
は
、「
若
い
大
工
を
現
場
で
育
て
る

仕
組
み
を
作
り
た
い
」
と
地
元
の
工
務
店
に
声
を

掛
け
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
。
県
内
の
工
業
高
校

や
専
門
学
校
、
大
学
で
の
実
技
指
導
や
、
女
性
や

子
ど
も
た
ち
向
け
の
大
工
の
魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

　

さ
ら
に
15
年
か
ら
は
、
大
工
を
志
望
す
る
生
徒

や
学
生
が
、
建
築
業
界
の
関
係
者
の
前
で
自
ら
の

技
術
を
披
露
す
る
「
大
工
版
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」
を

実
施
。
若
手
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
も
尽
力
し

て
い
る
。

　
「
こ
う
し
て
教
育
現
場
に
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な

り
、
学
校
も
第
一
線
の
現
場
で
活
躍
す
る
大
工
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
職
業
の
選
択
肢
の
一
つ
に
大
工
を
考
え

て
く
れ
る
若
者
が
増
え
て
き
た
と
手
応
え
を
感
じ

て
い
ま
す
」

　

次
の
目
標
は
、
若
手
大
工
の
受
け
皿
づ
く
り
だ

と
い
う
。
棟
梁
の
高
齢
化
が
進
む
今
、
次
の
世
代

に
技
術
を
伝
承
す
る
形
が
崩
れ
か
け
て
い
る
。
そ

も
そ
も
自
社
で
大
工
を
持
た
な
い
「
職
人
不
在
の

工
務
店
」
で
は
、
昔
な
が
ら
の
人
材
育
成
制
度
の

再
生
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
髙
橋
社
長
が
注
目
し
て
い
る
の
が
、
山

か
ら
切
り
出
し
た
丸
太
を
木
材
に
加
工
す
る
製
材

工
場
で
あ
る
。

　
「
林
業
の
ま
ち
の
製
材
工
場
に
見
習
い
大
工
を

集
め
、
手
加
工
の
修
業
の
場
と
し
て
受
け
入
れ
ま

す
。
引
退
し
た
熟
練
大
工
が
指
導
者
と
な
り
、
見

習
い
大
工
を
一
人
前
に
育
て
上
げ
、
そ
の
大
工
が

さ
ら
に
経
験
を
積
ん
で
次
の
若
手
を
育
て
る
。
そ

ん
な
人
づ
く
り
の
サ
イ
ク
ル
を
再
構
築
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

　

こ
の
モ
デ
ル
が
実
現
す
れ
ば
、
工
務
店
は
地
元
の

製
材
工
場
か
ら
材
木
に
加
え
、
腕
利
き
の
大
工
も

調
達
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
地
元
の
木

材
を
使
っ
て
、
地
元
の
家
を
、
地
元
で
育
っ
た
大

工
が
作
る
「
完
全
地
産
地
消
」
が
完
成
す
る

—
—

。

震
災
後
か
ら
思
い
描
き
続
け
た
構
想
を
力
強
く
説

明
す
る
姿
は
、
使
命
感
に
満
ち
て
い
た
。

　

近
年
、
日
本
の
住
宅
で
も
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

注
目
を
集
め
、
昔
の
よ
う
に
一
度
建
て
た
家
を
、

直
し
な
が
ら
住
み
続
け
る
人
が
増
え
始
め
て
い
る

と
い
う
。「
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
も
木
造
建

築
を
熟
知
し
た
大
工
の
力
が
必
要
な
の
で
す
」
と

髙
橋
社
長
は
語
っ
た
。

プロフィール
1974年、栗原市（旧栗駒町）で大工の長男
として生まれる。仙台商業高等学校を卒業。
92年、有限会社栗駒建業に入社し、2012年
より代表取締役に就任。同年、特定非営利
活動法人「匠の右腕」を設立、木造建築技
術の技能継承と人材育成に取り組む。現
在、東北電子専門学校教員、東北工業大
学非常勤講師、石巻工業高等学校講師も
務める

職
人
の
高
齢
化
に
人
手
不
足
、

技
能
伝
承
の
し
く
み
の
崩
壊
―
―
。

大
工
の
未
来
を
憂
い
奔
走
す
る

工
務
店
社
長
が
、
人
づ
く
り
を
設
計
す
る

　

あ
る
昼
下
が
り
、
有
限
会
社
栗
駒
建
業
（
仙
台

市
）
の
１
階
に
あ
る
木
材
加
工
場
で
、
２
人
の
若

手
大
工
が
、
木
造
家
屋
の
骨
組
み
に
使
う
材
木
の

加
工
に
汗
を
流
し
て
い
た
。
材
木
を
組
み
上
げ
る

と
き
に
材
木
同
士
を
接
合
さ
せ
る
部
分
に
ノ
ミ
や

ノ
コ
ギ
リ
、
電
動
工
具
を
駆
使
し
て
様
々
な
加
工

を
施
す
。

　
「
彼
ら
は
、
入
社
１
年
目
の
新
人
大
工
で
す
。

私
が
講
師
を
務
め
て
い
る
専
門
学
校
の
教
え
子
た

ち
で
、
現
場
で
経
験
を
積
み
な
が
ら
一
人
前
の
大

工
を
志
し
て
い
ま
す
」

　

こ
う
説
明
す
る
同
社
の
髙
橋
渉
社
長
は
、
期
待

の
若
手
の
成
長
ぶ
り
に
目
を
細
め
た
。

　

髙
橋
社
長
は
、
建
築
業
を
経
営
す
る
傍
ら
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
の
活
動
を
通
じ
て
教
育
機
関
へ
の

協
力
や
学
生
と
建
築
業
界
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

う
な
ど
、
若
手
大
工
の
育
成
と
日
本
の
木
造
建
築

技
術
の
継
承
に
力
を
注
い
で
い
る
。

有限会社栗駒建業

代表取締役

髙
た か

橋
は し

 渉
わ た る

さん

未
来
の
も
の
づ
く
り
と
人
づ
く
り
を
担
う

大
工
育
成
工
場
の
実
現
へ

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
技
能
伝
承
の
し
く
み
に

危
機
感
を
覚
え
立
ち
上
が
る

手
加
工
か
ら
機
械
加
工
へ

建
築
業
界
の
大
変
革
を
実
感
す
る

入社1年目の新人大工の 2人。同社では、スムーズな世代交代が成
功し、働く職人のほとんどが 40 代以下であるという

実技指導では、学生が家屋や物置を
実際に組み上げる

「大工版就職セミナー」の様子。若者
が実力を把握する場にもなっている

「大工の婚活イベントを企画して、地域
づくりにも貢献したい」と語る

1980 年に、栗駒町
（当時）の大工を率
いて仙台市内で創
業。40 年間受け継

がれてきた匠の技で、住宅の新築・改築を
設計から施工まで請け負っている

■所在地
仙台市泉区市名坂字新門前 24-7
TEL‌022-373-3104
http://www.kurikomakengyou.com/

有限会社
栗駒建業
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1女川駅前に続く商店街「シーパルピア女川」の一角に、
子どもたちが色づけしたスペインタイルが飾られている　
2図側の縁を鉛筆でなぞる　3繊細な絵付けが施される
「マヨルカタイル」　4「タイル文化がまちの新しい産業に
なり、人々の心も明るくしたいです」と話す阿部鳴美さん

素焼きしたタイルの表面にスポイトで釉薬を流し着色する

問い合わせ

みなとまちセラミカ工房

牡鹿郡女川町女川 2-7-4
シーパルピア女川 E-21
TEL‌0225-98-7866
https://www.ceramika-onagawa.com/

　

カ
ラ
フ
ル
で
装
飾
性
に
富
ん
だ
デ
ザ
イ
ン
が
魅

力
の
ス
ペ
イ
ン
タ
イ
ル
。
８
世
紀
頃
に
北
ア
フ
リ

カ
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
持
ち
込
ん
だ
、
タ
イ
ル
文

化
が
ル
ー
ツ
と
さ
れ
る
。
デ
ザ
イ
ン
を
施
し
た
表

面
の
凹
凸
が
特
徴
的
な「
ク
エ
ル
ダ
セ
カ
タ
イ
ル
」

と
、
繊
細
な
絵
付
け
が
美
し
い
「
マ
ヨ
ル
カ
タ
イ

ル
」
が
代
表
的
な
技
法
で
、
ス
ペ
イ
ン
独
自
の
文

化
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

　

女
川
町
で
工
房
を
営
む
阿
部
鳴
美
さ
ん
は
、
ス

ペ
イ
ン
タ
イ
ル
の
命
で
あ
る
色
づ
く
り
に
、
注
意

を
払
っ
て
い
る
。「
工
房
で
は
、
18
種
類
く
ら
い

の
釉ゆ

う

薬や
く

を
調
合
し
て
、
２
０
０
種
類
以
上
の
色
を

使
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
色
が
ば
ら
つ
か
な
い
よ
う

に
、
配
合
の
比
率
を
き
ち
ん
と
決
め
て
い
ま
す
」

　

釉
薬
と
は
、
陶
芸
品
の
表
面
に
か
け
ら
れ
、
色

や
光
沢
を
生
み
出
す
た
め
な
ど
に
使
わ
れ
る
ガ
ラ

ス
質
の
材
料
の
こ
と
。
タ
イ
ル
を
敷
き
詰
め
た
後

に
色
む
ら
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
配
合
の
レ
シ
ピ

を
明
確
に
し
て
い
る
と
い
う
。

　

ス
ペ
イ
ン
タ
イ
ル
と
の
出
会
い
は
震
災
直
後
。

復
興
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
ス
ペ
イ
ン
と
の
異
文
化

交
流
の
企
画
が
持
ち
上
が
り
、
阿
部
さ
ん
は
ス
ペ

イ
ン
タ
イ
ル
を
紹
介
さ
れ
た
。

　

早
速
東
京
の
工
房
に
通
い
、
タ
イ
ル
づ
く
り
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
。
ス
ペ
イ
ン
を
訪
れ
た
際
に

は
、
タ
イ
ル
が
散
り
ば
め
ら
れ
た
街
並
み
に
圧
倒

さ
れ
た
。「
震
災
で
灰
色
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
女

川
の
町
を
、
ス
ペ
イ
ン
タ
イ
ル
で
明
る
く
彩
り
た

い
」
と
２
０
１
２
年
６
月
に
工
房
を
立
ち
上
げ
た
。

　

現
在
、
魚
や
ウ
ミ
ネ
コ
、
漁
船
な
ど
女
川
ら
し

い
モ
チ
ー
フ
を
絵
柄
に
取
り
入
れ
た
タ
イ
ル
が
、

商
店
街
や
復
興
公
営
住
宅
な
ど
様
々
な
場
所
で
使

わ
れ
て
い
る
。

　
「
何
も
な
い
素
焼
き
の
タ
イ
ル
に
鉛
筆
で
線
を

描
き
、
様
々
な
色
を
の
せ
て
焼
き
上
げ
る
と
カ
ラ

フ
ル
な
タ
イ
ル
が
完
成
す
る
。
そ
の
工
程
が
、
ま

ち
の
復
興
に
重
な
っ
て
見
え
る
ん
で
す
」
と
阿
部

さ
ん
は
語
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
タ
イ
ル
職
人

1

4

　

１
月
17
日
、
仙
台
国
際
セ
ン

タ
ー
（
仙
台
市
）
で
「
第
12
回

み
や
ぎ
優
れ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
認
定

式
」
が
行
わ
れ
た
。
対
象
は
県

内
で
製
造
さ
れ
て
い
る
工
業
製
品

の
う
ち
、
販
売
開
始
か
ら
１
年

以
上
５
年
未
満
の
製
品
。
今
年

は
応
募
が
あ
っ
た
８
件
の
中
か

ら
、
凌
和
電
子
株
式
会
社
（
仙

台
市
）
の
マ
イ
ク
ロ
波
加
熱
装

置
な
ど
４
件
が
認
定
さ
れ
た
。

　

株
式
会
社
ガ
リ
ウ
ム
（
仙
台

市
）
は
、
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
用
高
性
能
ワ
ッ
ク
ス

「
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｃ‌

Ｉ
Ｏ
Ｎ
」

で
認
定
を
受
け
た
。
従
来
品
と

比
べ
性
能
が
向
上
し
た
こ
と
に

加
え
、
コ
ス
ト
も
抑
え
る
こ
と

が
で
き
た
点
や
、
同
社
が
国
内

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
企
業
と
し
て
優

れ
た
製
品
を
送
り
出
し
て
い
る

点
が
評
価
さ
れ
た
。

　

認
定
を
さ
れ
た
製
品
は
、
み

や
ぎ
優
れ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
マ
ー
ク
の

使
用
権
や
展
示
会
等
に
出
展
す

る
費
用
の
支
援
、
販
路
拡
大
や

品
質
向
上
に
関
す
る
支
援
な
ど

が
受
け
ら
れ
る
。

　

１
月
15
日
、
仙
台
工
業
高
等

学
校
（
仙
台
市
）
で
「
み
や
ぎ

ク
ラ
フ
ト
マ
ン
21
事
業
」
の
成

果
報
告
会
が
行
わ
れ
た
。
13
年

目
の
取
組
と
な
る
今
回
は
、
県

内
12
校
の
高
校
生
が
高
度
熟
練

技
能
者
か
ら
学
ん
だ
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
発
表
し
た
。

　

宮
城
県
工
業
高
等
学
校
（
仙

台
市
）
の
発
表
で
は
、
電
気
科

の
生
徒
が
、
夏
休
み
に
体
験
し

た
３
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
生
徒

は
、
株
式
会
社
ユ
ア
テ
ッ
ク
人

材
育
成
セ
ン
タ
ー
（
富
谷
市
）

で
、
電
気
保
安
管
理
に
関
す
る

作
業
に
つ
い
て
の
講
義
や
、
実

際
の
点
検
作
業
を
体
験
。「
見

学
や
体
験
を
通
し
て
、
学
校
で

学
ん
だ
こ
と
を
よ
り
深
く
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

感
想
を
話
し
た
。

　

同
事
業
は
、
県
内
の
工
業
系

高
校
と
企
業
な
ど
が
連
携
し
、

も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
に

取
り
組
む
も
の
。
報
告
会
で
は
、

工
業
系
高
校
教
諭
に
よ
る
研
修

会
受
講
の
報
告
も
行
わ
れ
た
。

　

昨
年
の
11
月
13
日
、
石
巻
商

業
高
等
学
校
の
保
護
者
ら
が
日

京
工
業
株
式
会
社
（
石
巻
市
）

を
訪
れ
、
工
場
見
学
を
行
っ
た
。

　

同
見
学
会
は
、
高
校
生
の
保

護
者
に
地
元
の
も
の
づ
く
り
企

業
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お
う

と
宮
城
県
が
実
施
。
参
加
者
は
、

同
社
の
事
業
内
容
や
福
利
厚
生
、

人
材
育
成
の
取
り
組
み
な
ど
の

説
明
に
耳
を
傾
け
た
。

　

同
社
で
は
、
電
磁
石
の
作
用

で
液
体
や
気
体
な
ど
の
流
れ
を

制
御
す
る
「
電
磁
弁
」
に
使
わ

れ
る
コ
イ
ル
な
ど
の
製
造
を
手

掛
け
て
い
る
。
足
立
幾
治
社
長

は
、「
幅
広
い
業
務
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
活
躍
の
場
が
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
が
中
小
企
業
で

働
く
魅
力
で
す
」
と
説
明
し
た
。

　

参
加
し
た
保
護
者
は
、「
も

の
づ
く
り
は
人
づ
く
り
と
い
う

企
業
の
考
え
方
に
魅
力
を
感
じ

ま
し
た
。
地
元
に
も
こ
う
し
た

素
晴
ら
し
い
技
術
を
持
っ
た
働

き
が
い
の
あ
る
企
業
が
あ
る
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
」
と
話
し
た
。

地
元
企
業
の
魅
力
を
発
見

保
護
者
向
け
も
の
づ
く
り
企
業
見
学
会

　

２
月
13
日
、
気
仙
沼
向
洋
高

等
学
校
に
技
能
五
輪
金
メ
ダ
リ

ス
ト
が
訪
問
し
、
同
校
の
機
械

技
術
科
１
年
の
生
徒
に
、
講
演

と
実
演
を
行
っ
た
。

　

こ
の
日
、
同
校
を
訪
れ
た
の

は
、
２
０
１
８
年
に
開
催
さ
れ

た
技
能
五
輪
全
国
大
会
の
「
構

造
物
鉄
工
」
職
種
で
金
賞
を
受

賞
し
た
牧
野
寛
也
選
手
（
奈
良

県
出
身
・
三
菱
重
工
業
株
式
会

社
所
属
）。
講
演
で
は
、
技
能

五
輪
国
際
大
会
出
場
を
目
指
し

た
き
っ
か
け
や
、
２
年
目
に
全

国
大
会
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、

翌
年
に
ロ
シ
ア
で
開
催
さ
れ
た

国
際
大
会
で
敢
闘
賞
（
５
位
）

を
受
賞
し
た
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
選
手
生
活
を
振

り
返
り
牧
野
選
手
は
、「
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
人
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
と
、
何
事
も
諦

め
な
い
気
持
ち
が
成
績
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
こ

の
２
つ
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ

い
」
と
生
徒
に
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
た
。

技
能
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
が

世
界
で
披
露
し
た
高
度
な
技
で
高
校
生
を
魅
了材料を見せながら加工のコツを生徒に説明

する牧野寛也選手

全国大会の課題と同じ曲げ加工を披露する
牧野選手を、生徒は食い入るように見ていた

2

3

も
の
づ
く
り
の
ヒ
ッ
ト
商
品
を
認
定

第
12
回
み
や
ぎ
優
れ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
認
定
式

高
度
熟
練
技
能
者
か
ら
の
学
び
を
発
表

令
和
元
年
度
み
や
ぎ
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
21
事
業
成
果
報
告
会
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みやぎ優れＭＯＮＯ発信事業の畑中得實実
行委員長より、各企業の代表者に認定書が
授与された

高度熟練技能者の実技指導を受け、「もの
づくりの面白さなどを学びました」と話す
仙台工業高校の生徒

同社の製品が、鉄道や通信などのインフラを
支えていることなどを説明する足立幾治社長

北上電設工業株式会社（石巻市）のエコシ
ルフィTシリーズ

「電気に関する企業に就職して、安全で信
頼できる電気の供給に貢献したい」と話す
宮城県工業高校の生徒

参加した保護者らは、業務や製品に関する
説明を熱心に聞いていた

Po r t r a i t  o f  S k i l l s

技
の
肖
像

の
肖
像


